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周
南
・
召
南
譜

＊
本
訳
注
の
底
本
・
・
足
利
学
校
蔵
『
南
宋
刊
十
行
本
毛
詩
註
疏
』
第
一
巻
（
昭
和
四
八
年
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
後
援
会
影
印
）

周
召
者
、
高
貢
潅
州
岐
山
之
陽
地
名
。

周
・
召
な
る
者
は
、
「
高
貢
」
の
薙
州
の
岐
山
の
陽
の
地
名
な
り
。

ま
つ
り

〔
正
義
）
『
尚
書
』
再
貢
の
薙
州
の
条
に
、
「
荊
・
岐
は
既
に
旅
す
」
（
荊
山
と
岐
山
で
は
既
に
旅
祭
を
し
た
）
と
い
う
。
乙
れ
は
「
岐
山
」
が

「
薙
州
」
に
属
し
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。

大
王
（
古
公
宣
父
）
が
「
周
原
」
（
岐
山
の
麓
）
に
遷
都
し
た
と
述
べ
て
お
り
、

み
な
み

宮
」
に
は
、
「
大
玉
、
岐
の
陽
に
居
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
乙
れ
は
「
周
」
の
地
が
「
岐
山
の
陽
」
に
あ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。

『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
（
下
）
に
は
、
「
文
玉
、
百
里
を
以
て
し
て
王
た
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

わ
せ
て
百
里
（
約
四
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〉
四
方
の
面
積
で
あ
っ
て
、

『
毛
詩
』
大
雅
の
「
蘇
」
と
い
う
篇
に
は
、

魯
頚
の
「
悶

周
・
召
と
い
う
地
は
、
合

し
か
も
、

ひ
っ
く
る
め
て
「
周
」
と
総
称
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
所
謂

「
召
」
は
、
周
の
領
内
の
一
区
域
の
地
名
な
の
で
あ
る
。

大
王
は
始
め
て
そ
の
地
（
岐
山
の
南
）
に
居
住
し
、

孫
の
文
王
に
至
っ
て
や
っ
と
豊
（
侠
西
省
長
安
県
の
西
北
）
に
移
転
し
た
。

一
方
、
『
周
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書
』
（
『
汲
家
周
書
』
）
に
は
「
王
季
（
大
王
の
子
、
文
王
の
父
）
、
程
（
挟
西
省
威
陽
県
の
東
）
に
宅
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
『
毛
詩
』
大
雅

は

か

？

’

v

其
の
鮮
原
を
度
り
て
、
岐
の
陽
に
居
り
」
と
い
っ
て
お
り
、
乙
の
文
王
の
所
領
で
さ
え

116 

の
「
皇
失
」
に
は
、
「
文
王
既
に
密
須
を
伐
ち
、

（
前
述
の
ご
と
く
）
百
里
四
方
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
王
季
が
居
住
し
た
「
程
」
も
、

や
は
り
岐
山
の
南
に
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
程
は
、
そ
の
周
の
領
地
の
小
さ
な
一
区
域
な
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
「
棄
州
」
は
、
古
代
の
九
州
の
一
つ
で
、
今
の
侠
西
省
か
ら
甘
粛
省
に
わ
た
る
地
域
。
刑
山
は
、
今
の
侠
西
省
富
平
県
の
西
南
、
岐
山
の
東
方

に
あ
る
山
。
岐
山
は
、
今
の
侠
西
省
岐
山
県
の
東
北
に
あ
る
山
で
、
周
の
先
祖
の
古
公
璽
父
が
そ
の
麓
に
都
し
た
と
い
わ
れ
る
。
「
旅
」
は
、
火

を
た
い
て
上
帝
や
山
川
を
祭
る
儀
式
を
い
う
。

（2
）
『
詩
』
大
雅
、
鯨
に
い
う
「
古
公
璽
父
、
来
朝
走
馬
、
率
西
水
器
、
至
子
岐
下
、
愛
及
妻
女
、
幸
来
背
字
。
周
原
撫
撫
、
蓋
奈
知
飴
。
愛
始
愛

謀
、
愛
契
我
亀
。
」

（3
）
『
詩
』
魯
領
、
悶
宮
に
い
う
「
后
稜
之
孫
、
実
維
大
玉
、
居
岐
之
陽
、
実
始
関
商
。
」

（4
）
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
下
に
い
う
、
「
以
徳
行
仁
者
王
。
王
不
待
大
。
湯
以
七
十
里
、
文
王
以
百
里
。
」

（5
）
『
史
記
』
周
本
紀
に
、
「
（
西
伯
日
文
王
）
明
年
、
伐
崇
侯
虎
。
市
作
豊
邑
。
自
岐
下
而
徒
都
豊
。
」
と
い
う
。
「
明
年
」
と
は
、
蓋
し
文
王
六
年

の
乙
と
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
『
汲
家
周
書
』
（
『
逸
周
書
』
）
大
匡
解
第
十
一
に
い
う
、
「
維
周
王
宅
程
、
一
二
年
遭
天
之
大
荒
。
」
な
お
、
そ
の
晋
の
孔
晃
注
に
は
「
程
、
地
名
。

在
岐
州
左
右
。
後
以
為
国
。
初
王
季
之
子
文
王
因
意
。
而
遭
餓
鑑
、
乃
徒
豊
鷲
。
」
と
い
い
、
『
正
義
』
と
解
釈
を
異
に
す
る
。
ま
た
『
竹
書
紀

年
』
巻
上
（
文
丁
）
に
も
「
五
年
、
周
作
程
目
巴
」
と
い
う
。

（7
）
乙
の
引
詩
三
句
の
う
ち
、
最
初
の
一
句
は
詩
の
大
意
を
述
べ
、
後
の
二
句
は
詩
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
「
鮮
原
」
は
、
肥
沃
な

平
野
の
乙
と
。

今
属
右
扶
風
美
陽
県
。
地
形
険
阻
、
而
原
田
肥
美
。

今
、
右
扶
風
の
美
陽
県
に
属
す
。
地
形
険
阻
に
し
て
、
原
田
肥
美
な
り
。



〔
正
義
〕
『
漢
書
』
地
理
志
（
上
）
に
は
、

右
扶
風
郡
に
美
陽
県
〈
侠
西
省
武
功
県
）
有
り
。
「
再
貢
」
の
岐
山
は
西
北
に
在
り
。
周
の
大
王
の
居
り
し
所
な
目
。

と
あ
り
、
晋
の
皇
甫
諮
（
一
二
六
i
二
八
二
〉
は
、

今
、
美
陽
の
西
北
に
、
岐
城
の
旧
世
有
り
。
是
れ
な
り
。

と
い
う
。

思
う
に
、
『
漢
書
』
地
理
志
で
は
、

ち
ゃ
ん
と
別
に
杜
陽
県
（
険
西
省
麟
遊
県
）
が
あ
り
、
し
か
も
岐
山
は
美
陽
県
に
あ
っ
て
杜
陽
県
に
は
な
く
、
鄭
玄
も
「
高
貢
」
の
注
に
お

い
て
「
岐
山
は
扶
風
の
美
陽
の
西
北
に
在
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
杜
」
字
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
誤
り
で
あ
る
。

ほ
と
り

『
毛
詩
』
大
雅
の
「
皇
失
」
に
は
、
「
岐
（
山
〉
の
陽
に
居
り
、
滑
（
水
）
の
将
に
在
り
」
と
称
し
て
い
る
。
乙
れ
は
、
そ
の
位
置
が
「
険

ぷ

ぷ

き

ん

と

〈

4
）

阻
」
な
と
と
で
あ
る
。
ま
た
大
雅
の
「
麟
」
に
は
、
「
周
原
撫
撫
た
り
、
室
奈
も
飴
の
如
し
」
と
い
っ
て
い
る
。
乙
れ
は
、
そ
の
土
地
が
「
肥

テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
「
美
陽
」
を
「
社
陽
」
に
作
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

右
扶
風
の
中
に
、

美
」
な
乙
と
で
あ
る
。

注
（
1
）
『
漢
書
』
地
理
志
（
上
）
の
「
右
扶
風
」
の
条
に
は
「
美
陽
、
再
貢
岐
山
在
西
北
。
中
水
郷
、
周
大
王
所
邑
。
」
と
い
う
。
な
お
、
正
義
の
原
文

は
「
大
王
」
を
誤
っ
て
「
文
王
」
に
作
る
。
今
『
漢
書
』
地
理
志
の
文
に
拠
っ
て
改
め
る
。
（
庇
元
『
毛
詩
注
疏
校
勘
記
』
巻
一
〉

（2
）
『
太
平
御
覧
』
巻
一
五
五
（
州
郡
部
一
）
に
引
く
皇
甫
誼
『
帝
王
世
紀
』
に
い
う
、
「
至
太
王
、
避
秋
、
循
漆
水
、
愉
梁
山
、
徒
邑
於
岐
山
之
腸
。

西
北
岐
城
旧
世
、
是
也
。
」

〈3
）
乙
の
鄭
玄
の
注
、
『
史
記
』
夏
本
紀
「
壷
口
治
梁
及
岐
」
の
集
解
・
索
隠
に
引
く
鄭
玄
注
は
、

作
っ
て
、
「
西
北
」
二
字
が
な
い
。

〈4
〉
乙
の
詩
句
に
対
し
て
、
鄭
築
は
、

解
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
唯
だ
「
岐
山
、

在
右
扶
風
美
陽
」
K

「
広
平
日
原
。
周
之
原
地
、
在
岐
山
之
南
、
撫
撫
然
肥
美
。
其
所
生
菜
、
難
有
性
苦
者
、
甘
知
飴
也
」
と
注
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周
之
先
公
、

日
大
王
者
、
避
秋
難
、
自
幽
始
遷
湾
、
而
惰
徳
建
王
業
。
商
王
帝
乙
之
初
、
命
其
子
王
季
為
西
伯
。
至
約
、
又
命
文
王
、
典

治
南
国
江
漢
汝
芳
之
諸
侯
。

118 

〈

1
V

ひ

ん

と

E

周
の
先
公
、
大
王
と
日
ふ
者
、
放
の
難
を
避
け
て
、
幽
よ
り
始
め
て
需
に
遷
り
、
而
し
て
徳
を
締
め
て
王
業
を
建
つ
。
商
王
帝
乙
の

か
た
は
ら

初
め
、
其
の
子
の
王
季
に
命
じ
て
西
伯
と
為
す
。
約
に
至
り
、
又
た
文
王
に
命
じ
て
、
南
国
の
江
・
漢
・
汝
の
芳
の
諸
侯
を
典
治

せ
し
む
。

后
稜
：
：
：
公
劉
：
：
：
大
王
（
古
公
宣
父
）
！

l
王
季
（
季
歴
〉
｜
｜
文
王
（
昌
）

1
1武
王
（
発
）
｜
｜
成
王
翁
〉
｜
｜
康
王
〈
剣
）
：
：
：

T
周
公
官
一
〉

一
｜
召
公
（
夷
〉

I ' 

室
マ主ノ、

〔
正
義
〕
股
王
の
帝
乙
は
約
の
父
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
年
代
を
推
し
量
る
と
、
王
季
と
同
時
代
で
あ
る
。
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
阜
麓
」
に
、

さ
ん

大
王
・
王
季
の
事
を
詠
じ
て
、
「
葱
た
り
彼
の
玉
墳
、
黄
流
〈
祭
り
の
酒
）
中
に
在
り
」
と
い
っ
て
い
幻
の
は
、

王
季
が
「
玉
噴
」
と
い
う

下
賜
の
酒
器
を
受
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

『
尚
書
』
で
は
、
文
王
の
こ
と
を
「
西
伯
」
と
称
し
て
い
お
o

文
王
は
父
の
遺
業
を
継
承
し
た
は
ず
だ
か
ら
、
王
季
も
同
じ
く
「
西
伯
」

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
段
代
の
州
の
長
官
を
「
伯
」
と
い
う
。
従
っ
て
「
西
伯
」
と
は
、
薙
州
の
伯
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
の
で
あ
る
。

『
周
礼
』
春
官
・
大
宗
伯
に
「
八
命
し
て
牧
（
州
の
長
官
）
と
作
托
」
と
あ
る
。
股
代
の
州
伯
も
、
恐
ら
く
同
様
に
山
伽
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
と
ろ
が
例
え
ば
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
早
麓
」
（
前
出
）
の
毛
伝
に
は
、

き
よ
ち
よ
う

九
命
し
て
、
然
る
後
に
錫
ふ
に
拒
閤
（
黒
黍
と
欝
金
草
と
で
作
っ
た
祭
杷
用
の
酒
）
圭
噴
（
圭
柄
の
勺
〉
を
以
て
す
。



ム
」
い
w

つ。
乙
の
事
に
つ
い
て
、
『
孔
叢
子
』
居
衛
篇
に
は
、

羊
容
、
子
思
に
問
う
て
日
く
、
「
古
の
帝
王
、
天
下
を
中
分
し
て
、
二
公
之
れ
を
治
む
。
之
れ
を
二
伯
と
謂
ふ
。
周
は
、
后
稜
の
封

ぜ
ら
れ
て
王
者
と
為
り
て
よ
り
の
後
、
大
王
・
王
季
、
皆
な
諸
侯
と
為
る
。
芙
ぞ
西
伯
と
為
る
を
得
ん
や
。
」

E
れ

O

子
思
日
く
、
「
吾
れ
諸
を
子
夏
よ
り
聞
け
り
。
云
ふ
『
段
王
帝
乙
の
時
、
王
季
は
九
命
を
以
て
西
に
於
い
て
伯
と
作
り
、
圭
潰
・
拒
墜

の
賜
を
受
く
。
故
に
文
王
は
、
之
れ
に
因
っ
て
征
伐
を
専
ら
に
す
る
を
得
た
り
』
と
。
此
れ
、
諸
侯
を
伯
と
為
す
な
り
。
猶
ほ
周

せ
ん

（
公
）
・
召
（
公
）
の
侠
を
分
つ
（
侠
を
界
に
し
て
天
下
を
二
分
し
治
め
る
）
が
ご
と
し
。
」

と
い
い
、
ま
た
皇
甫
説
の
『
帝
王
世
紀
』
に
も
、

王
季
は
、
帝
乙
股
王
の
時
に
於
い
て
、
九
命
を
賜
ひ
て
西
の
長
と
為
り
、
始
め
て
圭
噴
・
桓
閤
を
受
く
。

と
い
う
。
す
な
わ
ち
両
書
共
に
、
王
季
が
九
命
を
受
け
て
、
天
下
を
東
西
に
二
分
す
る
一
方
の
大
伯
（
大
長
官
）
と
な
っ
た
、
と
考
え
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
る
に
鄭
玄
は
、

『
孔
叢
子
』
と
い
う
（
後
世
偽
作
の
）
書
物
を
見
て
い
な
か
っ
た
し
、
「
早
麓
」
の
鄭
築
に
も
「
九
命
」
に
言
及
し
て

い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
鄭
玄
は
王
季
を
州
伯
ハ
一
州
の
長
官
）
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

え
て
い
た
の
で
、
『
尚
書
』
西
伯
験
禁
の
鄭
注
に
、

ま
た
文
王
に
つ
い
て
も
同
様
に
州
伯
と
考

文
王
、
薙
州
の
伯
と
為
り
、
南
の
か
た
梁
（
四
川
・
貴
州
）
・
荊
（
湖
北
・
湖
南
）
を
兼
ぬ
o

西
に
在
り
、
故
に
「
西
伯
」
と
日
必
o

と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

と
の
文
王
の
徳
は
、

父
の
王
季
よ
り
優
れ
て
い
る
の
に
、

そ
れ
で
も
な
お
鄭
玄
は
州
伯
と
考
え
て
い
た
の
だ
か

ら
、
王
季
に
つ
い
て
も
や
は
り
州
伯
と
考
え
て
い
た
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
『
楚
辞
』
の
「
天
間
」
に
は
、

伯
昌
（
文
王
〉
衰
へ
た
る
に
号
し
、
鞭
を
乗
り
て
牧
と
作
る
。
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と
い
っ
て
お
り
、

そ
の
王
逸
の
注
に
は
「
伯
と
は
、
文
王
を
謂
ふ
な
り
。
鞭
と
は
、
以
て
政
に
・
輸
ふ
」
と
い
う
。
乙
の
「
天
間
」
二
句
の

120 

意
味
は
、
「
討
は
そ
の
号
令
が
す
っ
か
り
衰
え
た
の
で
、
文
王
が
鞭
を
執
っ
て
政
治
を
守
り
助
け
、
羅
州
の
牧
と
為
っ
た
」
と
い
う
乙
と
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
天
間
」
は
、
屈
原
が
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
聖
人
の
時
代
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
隔
た
っ
て
は
い
な
い
の
に
、
「
文
王
が

牧
と
な
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
文
王
が
大
伯
（
大
長
官
）
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
鄭
玄
は
毛
伝
の
説
に

従
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
射
に
至
り
、

又
た
文
王
に
命
ず
」
と
い
う
の
は
、
す
で
に
文
王
は
父
の
後
を
継
承
し
て
州
伯
（
薙
州
の
長
官
）
と
な
っ
て
い
た
上
に
、
今

C

ら
に
討
が
文
王
に
命
じ
て
、
南
国
の
長
江
・
漢
水
・
汝
水
の
流
域
の
諸
侯
を
も
兼
治
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
か
る
理
由
は
、
『
毛

詩
』
周
南
の
「
漢
広
」
序
に
、

江
・
漢
の
域
に
行
な
は
る
。

美
化
、

と
い
い
、
ま
た
周
南
の
「
汝
墳
」
序
に
、

汝
墳
の
園
、
婦
人
能
く
其
の
君
子
を
関
む
。

と
い
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
文
玉
は
、
天
下
を
三
分
し
て
そ
の
こ
を
領
有
し
た
が
、

乙
の
二
篇
の
詩
は
、
ま
だ
江
・
漢
・
汝

墳
の
地
域
を
賛
美
し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、
長
江
・
漢
水
の
流
域
が
、
ま
ず
文
王
の
教
化
を
被
っ
た
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
も

し
討
の
命
令
を
受
け
た
の
で
な
け
れ
ば
、
文
玉
の
教
化
も
こ
れ
ら
の
地
域
に
及
ぶ
手
立
て
が
な
い
の
だ
か
ら
、
討
が
こ
れ
を
命
じ
た
乙
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
江
・
漢
の
域
」
（
「
漢
広
」
序
〉
と
は
、
即
ち
梁
（
四
川
・
貴
州
）
・
刊
刑
（
湖
北
・
湖
南
）
の
二
州
の
乙
と
。
、
だ
か
ら
『
尚
書
』
鄭
注
（
前
出
）

に
、
「
南
の
か
た
梁
・
荊
を
兼
ぬ
」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
文
王
は
、
教
化
が
拡
大
し
領
民
も
増
加
し
て
、
天
下
の
三
分
の
こ
を
手
中
に
収
め
た
が
、

こ
れ
は
必
ず
し
も
す
べ
て
が
討
の

命
令
で
は
な
か
っ
た
。



注
（
1
）
前
節
の
注
（
2
）
に
あ
げ
た
皇
甫
誼
『
帝
王
世
紀
』
の
文
に
所
謂
「
避
秋
」
は
、
乙
の
譜
の
文
に
基
づ
く
か
。

（2
）
鄭
築
に
よ
れ
ば
、
「
悲
」
と
は
潔
鮮
の
貌
。
「
黄
流
」
は
拒
閤
（
黒
黍
と
欝
金
草
と
で
造
っ
た
祭
杷
用
の
酒
）
。
「
玉
噴
」
の
状
は
、
圭
玉
を
柄
と

し
、
黄
金
を
勺
と
し
、
青
金
を
外
に
し
、
中
央
を
朱
に
し
た
酒
器
で
、
王
季
が
西
伯
と
な
っ
た
時
、
功
徳
を
も
っ
て
此
の
賜
を
受
け
た
、
と
い
う
。

（3
）
『
尚
書
』
に
『
西
伯
猷
翠
」
篇
が
あ
る
。
乙
の
「
西
伯
」
に
対
す
る
鄭
玄
の
注
は
下
文
に
見
え
る
。

（
4
）
「
命
」
は
、
官
等
の
辞
令
。
『
周
礼
』
春
宮
・
大
宗
伯
に
「
以
九
儀
之
命
、
正
邦
国
之
位
。
査
命
受
職
、
再
命
受
服
、
三
命
受
位
、
四
命
受
器
、

五
命
賜
則
、
六
命
賜
官
、
七
命
賜
国
、
八
命
作
牧
、
九
命
作
伯
。
」
と
い
う
。
「
八
命
」
と
は
、
八
度
目
の
発
令
。

（5
）
『
尚
書
』
西
伯
蹴
懇
の
正
義
に
引
く
鄭
注
は
、
「
西
伯
、
周
文
王
也
。
時
国
於
岐
、
封
為
棄
州
伯
也
。
国
在
西
、
故
日
西
伯
」
に
作
り
、
乙
の
二

南
譜
正
義
の
引
文
と
若
干
異
な
る
。

（6
）
「
漢
広
」
序
に
い
う
、
「
文
王
之
道
、
被
子
南
国
、
美
化
行
乎
江
漢
之
域
、
無
思
犯
礼
、
求
而
不
可
得
也
。
」

（
7
）
「
汝
墳
」
序
に
い
う
、
「
文
王
之
化
、
行
乎
汝
墳
之
園
、
婦
人
能
関
其
君
子
、
猶
勉
之
以
正
也
。
」

於
時
、
三
分
天
下
、
有
其
二
、
以
服
事
段
。
故
薙
・
梁
・
荊
・
予
・
徐
・
揚
之
人
、
威
被
其
徳
而
従
之
o

E
と
ご
と

時
花
、
天
下
を
三
分
し
て
、
其
の
二
を
有
し
、
以
て
股
に
服
事
す
。
故
に
薙
・
梁
・
荊
・
予
・
徐
・
揚
の
人
、
威
く
其
の
徳
を
被

り
て
之
れ
に
従
ふ
。

〔
正
義
〕
乙
の
一
段
は
、
前
半
部
分
で
『
論
語
』
泰
伯
篇
の
「
三
分
し
て
こ
を
有
す
」
の
個
所
を
引
用
し
た
の
で
、
後
半
部
分
で
は
『
尚

書
』
の
「
高
貢
」
に
見
え
る
州
名
に
基
づ
き
、

一
々
具
体
的
に
指
摘
し
て
そ
の
名
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
薙
州
（
挟
西
・
甘
粛
）
・

梁
州
（
四
川
・
貴
州
）
・
荊
州
（
湖
北
・
湖
南
）
・
予
州
（
河
南
）
・
徐
州
（
山
東
の
東
南
部
か
ら
江
蘇
・
安
徴
の
北
部
）
・
揚
州
（
長
江
下
流
地
帯
）
は
周

の
文
王
の
支
配
下
に
入
り
、
そ
の
他
の
糞
州
（
河
北
・
山
西
）
・
青
州
（
山
東
）
・
売
州
（
黄
河
下
流
地
帯
）
だ
け
が
股
の
約
に
所
属
し
て
い
て
、

天
下
九
州
の
う
ち
、
そ
の
六
州
を
文
王
が
領
有
し
て
い
た
。
乙
れ
が
「
三
分
し
て
其
の
こ
を
有
す
」
の
実
態
で
あ
る
。

「
国
貢
」
に
見
え
る
九
州
は
、
夏
の
時
代
の
制
度
で
あ
る
。
周
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
『
周
礼
』
夏
官
の
マ
職
方
氏
」
に
、
九
州
の
各
境

域
を
区
分
し
て
、
揚
州
・
荊
州
・
予
州
・
青
州
・
売
州
・
潅
州
・
幽
州
・
巽
州
・
井
州
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
乙
れ
を
「
寓
貢
」
の
州
名
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と
比
較
す
る
と
、
「
職
方
氏
」
の
方
に
は
、
徐
州
・
梁
州
が
な
く
て
、
幽
州
・
井
州
が
あ
る
。
従
っ
て
『
漢
書
』
地
理
志
に
、

か
ん
が

周
は
、
二
代
に
監
み
て
之
れ
を
損
益
す
。
「
再
貢
」
の
徐
・
梁
二
州
を
改
め
て
、
之
れ
を
潅
・
青
に
合
し
、
葉
州
の
地
を
分
け
て
、

以
て
幽
・
井
と
為
す
。

と
い
う
の
は
、

そ
の
事
な
の
で
あ
る
。

『
爾
雅
』
釈
地
で
は
、

九
州
の
名
と
し
て
、

翼
州
・
予
州
・
潅
州
・
荊
州
・
揚
州
・
完
州
・
徐
州
・
幽
州
・
営
州
を
あ
げ
て
い
る
。
乙

れ
に
つ
い
て
貌
の
孫
炎
の
『
爾
雅
注
』
に
は
、

蓋
し
段
の
制
な
ら
ん
。
「
高
貢
」
に
は
梁
・
青
あ
り
て
幽
・
営
な

し
。
『
周
礼
』
（
職
方
氏
）
に
は
幽
・
井
あ
り
て
徐
・
営
な
し
。

此
れ
、

と
い
っ
て
い
る
。

そ
う
、
だ
と
す
る
と
、
鄭
玄
の
乙
の
説
は
（
段
周
時
代
の
九
州
と
）
同
じ
く
な
い
。

鄭
玄
が
股
周
時
代
の
九
州
の
名
を
使
わ
な
い
で
、
古
く
再
の
時
代
の
九
州
の
名

を
指
し
示
し
た
理
由
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま
ず
孫
炎
は
、
『
爾
雅
』
の
文
が
「
再

貢
」
と
同
じ
く
な
く
、

さ
ら
に
『
周
礼
』
と
も
異
な
る
の
で
、
あ
る
い
は
股
の

制
度
で
は
な
い
か
と
考
え
た
に
過
ぎ
な
い
し
、
ま
た
「
段
は
夏
の
制
度
を
改
め

た
」
と
い
う
明
確
な
記
録
も
な
い
。
の
み
な
ら
ず
『
漢
書
』
地
理
志
〈
上
）
に
は
、

し
た
が

段
は
、
夏
に
因
い
て
、
変
改
す
る
所
無
し
。

と
い
っ
て
お
り
、
斑
固
は
、

『
爾
雅
』
の
九
州
説
を
代
々
の
通
制
と
は
認
め
て

い
な
か
っ
た
。

ま
た
『
周
礼
』
に
見
え
る
巽
・
幽
・
井
の
三
州
は
、
「
再
貢
」
に
お
い
て
は
唯
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だ
一
州
（
葉
州
）
に
相
当
す
る
に
過
ぎ
ず
、

そ
の
比
率
は
、
天
下
を
三
分
し
て
そ
の
一
っ
す
ら
な
い
。

そ
れ
で
鄭
玄
は
、

岐
山
を
原
点
に

し
て
東
西
に
境
界
線
を
引
き
、

「
再
貢
」
の
正
経
の
文
に
依
拠
し
て
、
薙
・
梁
・
荊
・
予
・
徐
・
揚
の
六
州
を
取
り
上
げ
て
三
分
の
こ
と

し
、
ま
た
「
再
貢
」
に
見
え
る
境
域
に
準
拠
し
て
、
文
王
の
教
化
の
及
ん
だ
範
囲
を
説
明
し
た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
に
も
こ
の
州
名
が
残

っ
て
い
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

『
毛
詩
』
大
序
に
は
、
「
化
、
北
よ
り
し
て
南
す
」
と
い
っ
て
い
る
。

て
、
文
王
が
天
下
の
三
分
の
二
を
領
有
す
る
乙
と
が
で
き
た
の
は
、
岐
山
が
国
の
中
心
よ
り
北
方
に
片
寄
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、

岐
山
を
原
点
と
す
る
東
西
線
よ
り
以
南
に
お
い

注
（
1
）
『
論
証
巴
泰
伯
篇
に
は
、
「
孔
子
日
、
：
：
：
三
分
天
下
、
有
其
二
、
以
服
事
段
。

に
「
三
分
有
二
」
と
あ
る
の
は
、
乙
れ
を
要
約
し
た
表
現
で
あ
る
。

（2
）
「
幽
」
字
、
疑
う
ら
く
は
「
青
」
の
誤
り
。
な
お
、
以
上
の
『
尚
書
』
高
貢
・
『
周
礼
』
職
方
氏
・
『
爾
雅
』
釈
地
に
、
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
さ
れ
た

九
州
の
名
を
表
示
す
れ
ば
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
『
尚
書
』
再
貢
一
擢
一
梁
一
荊
一
予
一
揚
一
徐
一
青
一
衰
一
葉
一
一
一
一

一
『
周
礼
』
職
方
氏
一
潅
一
一
荊
一
予
一
揚
一
一
青
一
衰
一
葉
一
幽
一
井
一
一

一
『
爾
雅
』
釈
地
一
薙
一
一
荊
一
予
一
場
一
徐
一
一
衰
一
葉
一
幽
一
一
営
一

（3
）
乙
の
語
、
原
文
は
「
相
率
」
に
作
る
。
き
わ
め
て
珍
し
い
用
語
だ
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
推
す
と
「
比
率
」
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
山
井
鼎
は
、

そ
の
手
沢
本
『
毛
詩
注
疏
』
に
「
相
率
、
恐
相
準
誤
」
と
記
し
て
い
る
が
（
京
大
人
文
研
蔵
閏
本
）
、
な
お
未
だ
妥
当
で
な
い
。

周
之
徳
、

其
可
謂
至
徳
也
己
実
」
と
い
う
。
『
正
義
』
の
最
初

文
王
受
命
、
作
邑
於
豊
。
乃
分
岐
邦
周
召
之
地
、
為
周
公
旦
召
公
費
之
采
地
、
施
先
公
之
教
於
己
所
職
之
国
。

み

や

乙

・

せ

き

文
王
命
を
受
け
て
、
邑
を
豊
に
作
る
。
乃
ち
岐
邦
を
周
・
召
の
地
に
分
ち
て
、
周
公
旦
・
召
公
爽
の
采
地
と
為
し
、
先
公
の
教
へ
を

つ

か

さ

ど

し

己
れ
の
職
る
所
の
固
に
施
く
。
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〔
正
義
〕
「
文
王
命
を
受
け
て
、
巴
を
豊
に
作
る
」
と
い
う
の
は
、
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
文
王
有
声
」
に
見
え
る
詩
句
を
借
用
し
た
の
で
あ

る。

124 

『
漢
書
』
地
理
志
（
上
）
に
い
う
、

E

ほ
う

京
兆
の
都
県
、
郵
水
は
其
の
東
南
よ
り
出
づ
。

晋
の
皇
甫
誼
の
『
帝
王
世
紀
』
に
い
う
、

豊
は
、
京
兆
の
駒
郡
県
の
東
、
豊
水
の
西
に
在
り
。
文
玉
、
程
よ
り
此
に
徒
る
。

思
う
に
、
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
皇
失
」
に
は
、
「
文
王
既
に
密
須
を
伐
ち
て
、
鮮
原
に
徒
り
、
仙
川
勝
よ
り
豊
に
徒
引
に
と
い
っ
て
い
る
。

だ
の
に
皇
甫
謡
が
「
程
よ
り
（
豊
に
徒
る
）
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
誤
り
で
あ
る
。

豊
は
、
岐
山
の
東
南
三
百
余
里
の
所
に
あ
る
。
文
王
が
こ
の
豊
に
都
を
還
し
て
し
ま
っ
て
、

岐
の
旧
国
は
領
地
内
が
が
ら
ん
と
な
っ

た
。
そ
れ
で
周
公
と
召
公
と
に
分
賜
し
て
、

そ
の
領
地
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
「
采
地
を
分
つ
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、

き
っ
と
折
半
し

た
に
違
い
な
い
が
、
ど
ち
ら
が
東
部
で
ど
ち
ら
が
西
部
で
あ
っ
た
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
人
は
、
「
東
部
は
之
れ
を
周
と
謂
ひ
、
西

部
は
之
れ
を
召
と
謂
ふ
」
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
に
は
根
拠
が
な
く
、
と
て
も
明
ら
か
に
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

豊
に
都
を
定
め
た
以
後
に
、
周
公
と
召
公
と
に
領
地
を
下
賜
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
は
、
『
（
今
文
）
尚
書
』
の
「
泰
誓
」
と
い
う
篇
に
、

（
武
王
の
初
年
）
討
を
伐
っ
た
時
の
事
と
し
て
、
早
く
も
「
周
公
日
く
」
と
い
っ
て
お
り
、
ま
た
『
礼
記
』
楽
記
篇
に
も
、
大
武
と
い
う
楽

曲
が
、
約
を
伐
っ
た
時
の
事
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
乙
と
を
述
べ
て
、
「
五
成
し
て
侠
よ
り
分
か
れ
、
周
公
は
左
し
て
召
公
は
右
す
」
と
い
っ

て
い
る
の
で
、
周
・
召
の
二
公
が
、
い
ず
れ
も
文
王
の
時
に
、
す
で
に
領
地
を
受
け
て
い
た
乙
と
が
、

は
っ
き
り
と
わ
か
る
わ
け
で
あ
る
。

文
王
が
、
も
し
ま
だ
豊
に
都
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
岐
の
国
は
そ
の
ま
ま
文
王
の
都
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
分
け
て
他
人

に
下
賜
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
周
召
の
二
公
に
と
れ
を
分
賜
し
た
時
は
、
豊
の
都
を
造
営
じ
た
以
後
に
あ
る
と
と
が
、
は
っ

き
り
と
わ
か
る
の
だ
。



そ
の
上
、
「
周
南
」
「
召
南
」
の
詩
篇
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
く
文
王
の
時
の
詩
で
あ
り
な
が
ら
、
と
れ
を
分
け
て
周
召
ニ
公
に
そ
れ
ぞ
れ

結
び
つ
け
て
い
る
。
も
し
文
王
が
乙
の
二
公
に
領
地
を
下
賜
せ
ず
、
教
化
を
行
な
わ
し
め
な
か
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
詩
を
二
公
に
結
び
つ

け
る
乙
と
が
で
き
よ
う
か
。
だ
か
ら
、

乙
の
豊
K
遷
都
し
た
時
、
文
王
は
二
公
に
領
地
を
下
賜
し
た
ζ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

乙
の
二
南
の
詩
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
周
召
二
公
に
結
び
つ
け
て
い
る
以
上
、
明
ら
か
に
（
乙
の
二
南
の
詩
は
〉
二
公
の
教
化
に

っ

か

さ

ど

し

染
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
だ
か
ら
、
文
王
が
二
公
に
「
先
公
の
教
へ
を
己
れ
の
職
る
所
の
国
に
施
か
」
し
め
た
乙
と
が
わ
か
る
の
で
あ

す
で
に
、

る
0 

「
先
公
」
（
亡
き
父
組
）
と
い
っ
た
に
つ
い
て
は
、
大
王
・
王
季
は
賢
人
で
あ
り
、
文
王
は
そ
の
遺
業
を
継
承
し
た
の
だ
が
、
文
王
は
、
も

と
も
と
聖
人
と
し
て
の
徳
化
の
資
質
を
身
に
備
え
て
お
り
、
必
ず
し
も
「
先
公
」
の
教
え
を
用
い
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
子
は

必
ず
父
の
事
業
を
祖
述
し
、
そ
の
好
ま
し
い
点
を
取
り
上
げ
て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
「
先
公
」
と
い
う
語
を
用
い
て
表
現

し
た
ま
で
で
あ
る
。

そ
の
上
に
、
聖
人
と
し
て
の
徳
化
を
も
兼
ね
行
な
っ
た
の
で
、
そ
の
教
化
に
は
聖
人
の
風
が
あ
っ
た
。
だ
の
に
、
と
と
の
諮

っ

か

さ

ど

（

9
V

単
に
「
先
公
（
賢
人
）
の
教
へ
を
施
く
」
と
だ
け
言
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
が
知
る
乙
と
の
で
き
る
領
民
だ
け
を
教
化
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
「
召
南
」
に
は
「
先
公
の
教
へ
」
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
特
に
こ
う
言
っ
た
ま
で

文
王
は
、

の
文
で
は
、

で
あ
る
。

な
い
。
し
か
る
に
、

文
王
が
周
召
二
公
に
教
化
を
行
な
わ
せ
た
の
は
、
ず
っ
と
早
い
時
期
か
ら
で
あ
っ
た
。
二
公
が
領
地
を
受
け
て
か
ら
以
後
の
こ
と
で
は

と
と
の
文
で
鄭
玄
が
上
述
の
ご
と
く
言
っ
て
い
る
の
は
、
二
南
の
詩
が
周
召
二
公
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
意
味
を
明
ら

か

;;i ＇ζ 
瓦し
のた
つの
職2で
るどあ
る

所
Lー

と

つ
の
は

薙
・
梁
・
荊
・
予
・
徐
・
揚
六
州
の
人
で
、

自
分
に
服
し
従
う
も
の
を
指
し
て
い
っ
た
の
で
あ

マ。。
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注
（
1
）
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
文
王
有
声
」
に
い
う
、
「
文
王
受
命
、
有
此
武
功
。
既
伐
子
崇
、
作
ロ
巴
子
豊
。
」

（2
）
『
漢
書
』
地
理
志
（
上
）
の
「
右
扶
風
」
に
都
県
が
あ
り
、
そ
の
条
下
に
「
郵
水
出
東
南
」
と
あ
る
。
｛
正
義
の
引
文
が
「
京
兆
」
に
作
っ
て
い

る
の
は
誤
り
。
恐
ら
く
唐
代
の
行
政
区
画
と
混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（3
〉
『
太
平
御
覧
』
巻
三
九
八
（
人
事
部
・
吉
夢
下
）
に
引
く
皇
甫
誼
『
帝
王
世
紀
』
に
は
、
「
文
王
自
程
徒
都
郵
」
と
い
う
。

（
4
」
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
皇
失
」
に
は
、
正
義
の
引
文
そ
の
ま
ま
の
表
現
は
な
い
。
但
だ
、
そ
の
鄭
築
に
は
、
「
（
文
王
）
知
己
徳
盛
而
威
行
、
可
以

遷
居
定
天
下
之
心
。
乃
始
謀
居
善
原
（
経
文
の
「
鮮
原
」
）
広
平
之
地
、
亦
在
岐
山
之
南
、
居
滑
水
之
側
、
為
万
国
之
所
郷
、
作
下
民
之
君
。
後

寛
徒
都
於
豊
」
と
い
う
。
正
義
は
、
乙
の
鄭
築
の
文
を
簡
略
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（5
〉
「
周
公
日
」
の
語
、
現
行
の
『
古
文
尚
書
』
泰
誓
篇
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
『
周
礼
』
春
官
・
太
祝
「
一
日
稽
首
」
の
正
義
に
は
、
「
大
誓

云
、
周
公
日
、
都
惣
哉
、
予
聞
古
先
哲
王
之
格
言
」
と
あ
る
。

（
6
）
乙
の
『
礼
記
』
楽
記
篇
の
引
文
の
意
味
は
、
「
五
度
目
に
演
奏
し
て
舞
者
が
左
右
に
分
か
れ
、
周
召
二
公
が
映
の
以
東
と
以
西
と
に
分
か
れ
て

か
た
ど

天
下
を
治
め
た
事
に
象
る
」
と
い
う
意
味
。
「
成
」
は
、
演
奏
す
る
乙
と
。
な
お
、
現
行
の
『
礼
記
』
は
、
「
五
成
而
分
、
周
公
左
、
召
公
右
」
に

作
り
、
「
分
」
の
下
に
「
侠
」
字
が
な
い
。
し
か
し
、
『
史
記
』
楽
書
に
は
「
子
日
、
：
：
：
五
成
市
分
侠
、
周
公
左
、
召
公
右
」
と
あ
っ
て
、
正
義

の
引
文
と
合
致
す
る
。
恐
ら
く
往
古
の
『
礼
記
』
に
は
「
峡
」
字
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（7
）
原
文
は
「
分
繋
二
公
」
に
作
る
。
『
毛
詩
』
大
序
の
「
関
雄
麟
肱
之
化
、
王
者
之
風
。
故
繋
之
周
公
O
i－
－
－
鵠
巣
臨
虞
之
徳
、
諸
侯
之
風
也
。
先

王
之
所
以
教
。
故
繋
之
召
公
」
に
基
づ
く
。

（8
）
原
文
は
「
猶
自
」
に
作
る
。
唐
代
の
俗
語
で
、
「
自
」
は
「
猶
」
の
接
尾
詞
。

（
9
）
原
文
は
「
己
之
可
知
」
に
作
る
。
譜
の
正
文
「
己
所
職
」
を
指
す
。
「
知
」
は
、
正
文
の
「
職
」
を
言
い
換
え
た
表
現
。
自
分
が
統
治
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
州
民
を
い
う
。

（
叩
）
注
（
7
）
を
参
照
。

武
王
伐
約
定
天
下
、

巡
守
述
職
、
陳
諦
諸
国
之
詩
、
以
観
民
風
俗
。
六
州
者
、
得
二
公
之
徳
教
、
尤
純
。
故
独
録
之
、
属
之
大
師
、
分
而

国
之
。

武
玉
、
約
を
伐
ち
て
天
下
を
定
め
、
巡
守
・
述
職
し
て
、
諸
国
の
詩
を
陳
請
し
、
以
て
民
の
風
俗
を
観
る
。
六
州
な
る
者
は
、
二
公
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の
徳
教
を
得
て
、
尤
も
純
な
り
o

故
に
独
り
之
を
録
し
て
、
之
れ
を
大
限
に
属
し
、
分
ち
て
之
れ
を
国
せ
し
む
。

〔
正
義
〕
宣
公
十
二
年
の
『
左
氏
伝
』
に
は
、
『
毛
詩
』
周
領
の
「
時
蓮
」
と
い
う
詩
を
引
い
て
、

す

な

は

を

さ

ふ

く

ろ

昔
、
武
王
は
商
に
克
ち
て
領
を
作
る
。
日
く
「
載
ち
千
文
を
戟
め
、
載
ち
弓
矢
を
餐
に
す
」
と
。

と
い
い
、
そ
の
「
時
選
」
の
序
に
は
、
「
巡
守
す
」
と
い
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
武
王
」
は
「
巡
守
」
し
た
の
で
あ
る
。

『
礼
記
』
王
制
に
は
、
「
巡
守
」
の
礼
法
を
説
明
し
て
、
「
大
師
に
命
じ
て
詩
を
陳
せ
し
め
、
以
て
民
の
風
俗
を
観
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
武
王
が
巡
守
し
て
二
南
の
詩
を
得
た
乙
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

あ
っ

『
詩
譜
』
に
は
、
「
天
子
は
変
雅
を
納
め
、
諸
侯
は
変
風
を
納
む
。
其
の
礼
は
同
じ
。
」
（
扶
文
）
と
い
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
文
王

も
ま
た
詩
を
採
集
し
て
い
た
の
だ
。
し
か
る
に
、
武
王
が
始
め
て
二
南
の
詩
を
得
た
乙
と
が
確
実
に
わ
か
る
理
由
に
つ
い
て
言
え
ば
、

あ
っ

「
諸
侯
が
変
風
を
納
め
る
」
の
は
、
た
だ
領
民
の
心
情
を
観
察
し
て
、
自
分
の
政
治
の
是
非
を
知
ろ
う
と
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

聖
人
と
賢
人
と
の
風
教
の
違
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
一
世
の
仰
ぎ
見
る
す
ぐ
れ
た
規
範
を
打
ち
立
て
る
と
と
な
ど
、
で
き
よ
う
は
ず
も
な

い
。
ま
た
文
王
は
、
当
時
ま
だ
諸
侯
で
あ
っ
て
、
帝
王
と
し
て
の
大
業
は
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
「
周
南
」
〈
聖
人
の
教
化
を
得

た
詩
）
と
「
召
南
」
（
賢
人
の
教
化
を
得
た
詩
）
と
を
分
け
て
編
定
す
る
こ
と
な
ど
、
決
し
て
で
き
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
鄭
玄
は
、
天
子
と
な

っ
た
武
王
に
的
を
し
ぼ
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
言
っ
た
ま
で
で
あ
る
。

武
王
は
、
あ
ま
ね
く
諸
国
の
詩
を
採
集
し
省
察
し
て
い
て
、

た
だ
薙
・
梁
・
荊
・
予
・
徐
・
揚
の
六
州
の
詩
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、

乙
の
二
南
の
詩
風
だ
け
が
、

ひ
と
り
周
召
二
公
の
教
化
を
反
映
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
譜
に
所
謂
「
六
州
乙
そ
は
、
二
公
の
徳
教

を
得
て
、
そ
の
感
化
が
極
め
て
純
粋
で
あ
っ
た
」
乙
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

「
故
に
独
り
其
の
詩
の
み
を
収
録
し
て
、
乙
れ
を
大
師
の
官
（
宮
廷
音
楽
士
の
長
）
に
付
嘱
し
、
乙
れ
を
（
「
局
南
」
と
「
召
南
」
と
に
）
分
け

て
国
風
に
編
入
し
、
二
国
の
国
風
を
編
集
せ
し
め
た
」
わ
け
だ
が
、
大
師
は
、
風
・
雅
・
額
・
賦
・
比
・
興
と
い
う
六
種
の
詩
を
管
掌
し

て
お
り
、
音
楽
の
真
髄
に
も
達
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
で
、
「
（
武
王
が
大
師
に
）
と
れ
を
付
嘱
し
、
二
南
に
分
け
て
周
召
二
公
に
結
び
つ
け
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さ
せ
た
」
乙
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

128 

注
（
1
）
『
左
伝
』
昭
公
五
年
に
「
小
有
述
職
、
大
有
巡
功
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。
「
述
職
」
は
、
諸
侯
が
天
子
に
自
分
の
管
掌
事
項
を
報
告
す
る
乙

と
。
「
巡
功
」
は
、
天
子
が
巡
狩
し
て
諸
侯
の
功
績
を
省
察
す
る
乙
と
。

（2
）
「
大
師
」
は
、
周
代
の
音
楽
士
の
長
で
、
陽
の
六
律
と
陰
の
六
日
を
管
掌
し
て
、
陰
陽
の
声
を
調
和
さ
せ
る
官
。
（
『
周
礼
』
春
官
・
大
師
）

（3
）
『
毛
詩
』
周
頒
の
「
時
蓮
」
の
序
に
い
う
、
「
時
遇
、
巡
守
告
祭
柴
望
也
。
」
「
巡
守
」
（
巡
狩
）
と
は
、
天
子
が
邦
国
を
巡
行
し
て
視
察
す
る
こ

ル｝。

（4
）
『
礼
記
』
王
制
に
い
う
、
「
天
子
、
五
年
一
巡
狩
。
歳
二
月
、
東
巡
守
、
至
子
岱
宗
（
東
岳
）
、
柴
而
望
杷
山
川
、
頭
諸
侯
、
問
百
年
者
、
就
見

之
。
命
大
師
陳
詩
、
以
観
民
風
。
」
鄭
注
に
よ
れ
ば
、
「
陳
詩
」
と
は
、
各
地
の
詩
を
採
集
し
て
、
こ
れ
を
省
察
す
る
乙
と
。

其
得
聖
人
之
化
者
、
謂
之
周
南
。
得
賢
人
之
化
者
、
謂
之
召
南
。
言
二
公
之
徳
教
、
自
岐
而
行
於
南
国
也
。

其
の
聖
人
の
化
を
得
た
る
者
は
、
之
れ
を
「
周
南
」
と
謂
ひ
、
賢
人
の
化
を
得
た
る
者
は
、
之
れ
を
「
召
南
」
と
謂
ふ
。
二
公
の
徳

教
、
岐
よ
り
し
て
南
国
に
行
な
は
る
る
を
言
ふ
な
り
。

〔
正
義
〕
文
玉
は
、
王
業
の
基
礎
を
築
こ
う
と
し
、
諸
侯
を
使
っ
て
王
道
の
政
治
を
行
な
わ
せ
た
。
大
王
と
王
季
は
、
文
王
の
祖
父
と
父

っ
た
の
で
、
い
ず
れ
も
仁
賢
の
行
な
い
に
富
ん
で
い
た
。
文
王
は
、
自
分
の
聖
人
と
し
て
の
徳
化
が
、
ま
だ
充
分
に
は
実
現
し
得
て
い
な
か

そ
乙
で
「
先
公
の
教
え
」
の
う
ち
現
在
に
も
適
用
で
き
る
も
の
と
、
自
分
の
聖
人
と
し
て
の
徳
化
と
を
取
り
上
げ
、
周
召
二

で
あ
り
、

公
に
そ
れ
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
実
施
さ
せ
た
。

一
方
、
六
州
の
領
民
は
、
考
え
か
た
も
性
質
も
一
様
で
は
な
く
、
聖
人
の
徳
化
を
受
け
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
賢
人
の
教
化
を
受
け
る
も

の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
教
化
の
受
け
か
た
に
精
粗
の
差
が
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
歌
詠
に
も
差
等
が
出
て
き
た
。
大
師
は
、
音
楽
に

脆
達
し
、

そ
の
真
髄
を
知
り
ぬ
い
て
い
る
の
で
、
感
得
し
た
結
果
を
仕
分
け
て
、
「
周
南
」
「
召
南
」
と
い
う
こ
つ
の
国
風
を
編
集
し
た
。

「
其
の
聖
人
の
化
を
得
た
る
者
は
、
之
れ
を
周
南
と
謂
ひ
、
賢
人
の
化
を
得
た
る
者
は
、
之
れ
を
召
南
と
謂
ふ
」
の
は
、
大
師
が
二
南
に



分
類
編
集
し
た
意
図
を
解
説
し
た
の
で
あ
る
。
乙
の
原
則
が
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
の
は
、
『
毛
詩
』
大
序
に
、

関
雄
・
麟
祉
の
化
は
、
王
者
の
風
な
り
。
故
に
之
れ
を
周
公
に
繋
く
。
鵠
巣
・
鞠
虞
の
徳
は
、
諸
侯
の
風
な
り
。
故
に
之
れ
を
召
公

に
繋
く
。

と
い
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
思
う
に
、
聖
人
は
天
子
と
な
る
の
が
適
当
で
あ
り
、
賢
人
は
諸
侯
に
な
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
従
っ
て
、

大
序
に
所
謂
「
王
者
の
風
」
は
、
す
な
わ
ち
「
聖
人
の
化
を
得
た
る
」
も
の
で
あ
る
。
ま
た
大
序
に
所
謂
「
諸
侯
の
風
」
は
、
す
な
わ
ち

「
賢
人
の
化
を
得
た
る
」
も
の
で
あ
る
。
周
公
は
聖
人
な
の
だ
か
ら
、

で
あ
り
、
召
公
は
賢
人
な
の
だ
か
ら
、
賢
人
の
風
（
賢
人
の
教
化
を
受
け
た
詩
）
を
召
公
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。

聖
人
の
風
（
聖
人
の
教
化
を
受
け
た
詩
〉
を
周
公
に
結
び
つ
け
た
の

六
州
は
、
も
と
も
と
周
召
二
公
の
教
化
を
受
け
て
い
た
の
で
、

聖
人
で
あ
り
一
方
は
賢
人
で
あ
っ
て
、
両
者
の
政
事
は
極
め
て
相
似
て
い
る
。
だ
か
ら
二
南
の
詩
を
周
召
二
公
に
結
び
つ
け
た
の
だ
。
し

か
し
、
周
公
と
召
公
と
に
分
け
て
結
び
つ
け
た
以
上
、
優
劣
に
よ
っ
て
順
序
を
つ
け
、
聖
人
を
先
に
し
賢
人
を
後
に
す
る
。
だ
か
ら
「
周
」

共
に
天
子
（
聖
人
）
の
風
格
・
道
義
を
備
え
て
い
た
し
、

ま
た
一
方
は

を
先
に
し
「
召
」
を
後
に
し
た
の
で
あ
る
。

単
に
「
周
」
「
召
」
と
だ
け
称
し
な
い
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
「
南
」
を
つ
づ
け
て
い
る
の
は
、
教
化
を
行
な
っ
た
地
域
、
ひ
い
て
は
詩

を
作
っ
た
場
所
を
示
そ
う
と
し
た
の
だ
。
も
し
「
南
」
と
言
わ
な
か
っ
た
ら
、
乙
の
趣
意
を
示
す
方
法
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
上
、

単
に
「
周
」
「
召
」
と
だ
け
言
っ
た
ら
、
主
と
し
て
周
召
二
公
を
美
め
て
い
る
よ
う
に
疑
わ
れ
る
。

r
－av〉
、

Jlγ
刀

乙
の
二
南
は
、
実
は
文
王
の

詩
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
を
周
召
二
公
に
結
び
つ
け
た
の
だ
。
だ
か
ら
「
周
」
「
召
」
の
二
国
風
に
は
、

い
ず
れ
も
「
南
」
を
つ
け
て
、
文

王
が
教
化
し
た
と
乙
ろ
の
地
域
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
と
れ
は
、
二
南
が
他
の
諸
国
風
と
異
な
る
特
色
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
乙
の
二
南
の
詩
は
、
こ
れ
を
周
召
二
公
に
結
び
つ
け
た
以
上
、
そ
の
場
合
は
周
召
二
公
が
そ
の
詩
の
主
役
と
な
り
、
も
し

二
公
を
美
め
る
詩
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
国
風
に
編
入
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
甘
栄
」
の
詩
が
「
召
南
」
の
中
に
あ
る
の
は
、
そ
の
事
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例
で
あ
る
。

一
方
、
「
周
南
」
に
周
公
を
美
め
た
詩
が
な
い
の
は
、
当
時
そ
れ
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
か
、

そ
れ
と
も
収
録
の
際
化
入
間

手
で
き
な
か
っ
た
か
ら
か
で
あ
る
。

注
（
1
〉
原
文
は
「
即
」
（
訪
日
ω宵
）
に
作
る
。
音
の
近
い
「
則
」
（
件

g
w）
と
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（2
〉
「
甘
業
」
序
に
い
う
、
「
甘
業
、
美
召
伯
也
。
召
伯
之
教
、
明
於
南
国
。
」
そ
の
鄭
注
に
よ
れ
ば
、
「
召
伯
」
は
召
公
夷
の
乙
と
。

乃
棄
其
余
、
謂
此
為
風
之
正
経
。

乃
ち
其
の
余
を
棄
て
て
、
此
れ
を
謂
ひ
て
風
の
正
経
と
為
せ
り
。

〔
正
義
〕
武
王
は
、
あ
ま
ね
く
諸
国
の
詩
を
採
集
し
省
察
し
た
が
、
現
在
は
唯
だ
周
召
二
南
の
詩
だ
け
が
残
存
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
、

ほ
か

乙
れ
は
「
其
の
余
を
棄
て
」
た
の
で
あ
る
。

初
古
公
宣
父
、
章
来
背
字
、
愛
及
萎
女
。
其
後
、
大
任
思
娼
周
妻
、
大
賊
嗣
徽
音
、
歴
世
有
賢
妃
之
助
、
以
致
其
治
。

み

づ

か

い

へ

み

と

己

と

も

初
め
古
公
亘
父
は
、
章
ら
来
た
り
て
宇
を
青
、
愛
に
美
女
と
及
に
せ
り
。
其
の
後
、
大
任
は
周
萎
を
思
娼
し
、
大
娘
は
徽
音
を
嗣
ぎ
、

歴
世
賢
妃
の
助
け
有
り
て
、
以
て
其
の
治
を
致
せ
り
。

〔
正
義
〕
こ
れ
ら
の
故
事
は
、

い
ず
れ
も
『
毛
詩
』
大
雅
に
見
え
幻
o

鄭
玄
が
乙
の
故
事
を
あ
げ
た
の
は
、
「
周
南
」
「
召
南
」
の
二
国
風

そ
れ
ぞ
れ
后
妃
・
夫
人
の
徳
を
巻
首
に
お
い
て
重
視
し
て
お
目
、
ま
た
「
召
南
」
の
夫
人
は
、
た
し
か
に
文
王
の
夫
人
を
指
し

の
詩
が
、

て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
先
王
の
夫
人
に
も
ま
た
そ
の
婦
徳
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
で
『
詩
』
の
文
句
を
引
用
し
て
時
代
順
に
説
述
し
た
の

で
あ
る
。

注
（
1
）
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
鯨
」
に
い
う
、
「
か
少
昏
れ
〈
、
来
朝
走
馬
、
率
西
水
潜
、
至
子
岐
下
、
会
於
安
ん
庁
舎
勲
静
争
。
」
乙
の
鄭
護
に
よ
れ
ば
、

「
愛
」
は
於
の
意
。
「
及
」
は
い
干
の
意
。
「
章
」
は
、
か
れ
か
か
と
い
う
意
。
「
乙
乙
に
お
い
て
、
そ
の
妃
の
大
萎
と
、
み
ず
か
ら
来
た
っ
て
居
る
ベ



皐

き
家
を
相
る
。
犬
養
の
賢
知
を
著
わ
す
な
り
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

ま
た
同
じ
く
大
雅
の
「
思
斉
」
に
い
う
、
「
思
斉
大
任
、
文
王
之
母
、
思
娼
周
妻
、
京
室
之
婦
。
大
似
嗣
徽
音
、
則
百
斯
男
。
」
「
大
任
」
は
、
周

の
王
季
の
妃
で
、
文
王
の
母
。
任
姓
。
「
思
婦
」
は
、
思
い
愛
す
る
意
。
「
周
萎
」
は
前
述
の
「
大
萎
」
（
古
公
亘
父
の
妃
〉
の
こ
と
。
「
大
娘
」
は
、

文
王
の
妃
で
、
武
王
の
母
。
「
徴
」
は
、
美
。
「
徴
音
を
嗣
ぐ
」
と
は
、
姑
の
「
大
任
」
の
立
派
な
徳
音
を
受
け
継
ぐ
こ
と
。

（2
〉
以
上
の
二
句
、
原
文
は
「
二
国
之
詩
、
以
后
妃
夫
人
之
徳
為
首
」
に
作
る
。
乙
れ
は
、
と
の
譜
の
下
文
の
表
現
（
後
述
）
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
乙
の
見
解
は
、
「
周
南
」
巻
首
の
「
関
雄
」
序
に
「
関
雄
、
后
妃
之
徳
也
」
と
い
い
、
「
召
南
」
巻
首
の
「
鵠
巣
」
序
に
「
鵠

巣
、
夫
人
之
徳
也
」
と
い
っ
て
い
る
乙
と
を
指
す
。

文
王
、
刑
子
寡
妻
、

至
子
兄
弟
、
以
御
子
家
邦
。

を
さ

文
王
は
、
寡
妻
に
刑
り
て
、
兄
弟
に
至
り
、
以
て
家
邦
を
御
む
。

〔
正
義
〕
乙
乙
の
部
分
は
、
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
思
斉
」
の
文
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
文
王
が
最
初
に
妻
を
教
化
し
て
、
最
後
に
は
国
家

を
治
め
た
と
と
を
い
う
。

乙
乙
の
部
分
は
、
「
周
南
」
「
召
南
」
の
二
国
風
の
詩
が
、
ま
ず
后
妃
・
夫
人
を
巻
首
に
お
い
た
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
思
斉
」
序
に
い
う
、
「
思
斉
、
文
王
所
以
聖
也
。
」
ま
た
そ
の
詩
に
い
う
、
「
刑
子
寡
妻
、
至
子
兄
弟
、
以
御
子
家
邦
。
」
鄭

筆
に
よ
れ
ば
、
「
寡
妻
」
は
、
め
っ
た
に
持
て
な
い
賢
明
な
妻
。
「
御
」
は
、
治
め
る
こ
と
。
「
文
王
は
、
礼
法
を
も
っ
て
そ
の
妻
に
接
待
し
て
、

宗
族
に
ま
で
至
り
、
乙
の
態
度
を
も
っ
て
さ
ら
に
能
く
政
治
を
し
、
国
家
を
治
め
た
。
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

是
故
二
国
之
詩
、
以
后
妃
夫
人
之
徳
為
首
、
終
以
麟
陛
駒
虞
。
言
后
妃
夫
人
有
斯
徳
、
興
助
其
君
子
、
皆
可
以
成
功
、
至
子
獲
嘉
瑞
。

是
の
故
に
二
国
の
詩
は
、
后
妃
・
夫
人
の
徳
を
以
て
首
と
為
し
、

有
り
て
、
其
の
君
子
を
興
助
す
れ
ば
、
皆
な
以
て
功
を
成
し
、
嘉
瑞
を
獲
る
に
至
る
可
き
を
言
ふ
。

終
る
に
「
麟
祉
」
「
駒
虞
」
を
以
て
す
。
后
妃
・
夫
人
に
斯
の
徳
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〔
正
義
〕
乙
と
の
部
分
は
、
「
周
南
」
「
召
南
」
の
二
国
風
の
詩
の
排
列
に
つ
い
て
の
意
図
を
論
述
し
て
い
る
。

「
是
の
故
に
」
と
は
、
上
記
の
事
象
に
因
っ
て
下
記
の
状
況
が
生
じ
て
く
る
乙
と
を
示
す
常
套
語
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
大
賊
（
文
王
の
妃
）
の
乙
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
一
人
で
あ
る
の
に
二
つ
の
呼
称
が
あ
る

132 

こ
の
文
の
「
后
妃
」
「
夫
人
」
は
、

の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
事
情
に
従
っ
て
呼
称
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
『
礼
記
』
曲
礼
（
下
）
に
は
、

天
子
の
妃
を
「
后
」
と
日
ひ
、
諸
侯
の
妃
を
「
夫
人
」
と
日
ふ
。

と
あ
る
。
「
周
南
」
は
王
者
の
徳
化
の
具
現
だ
か
ら
、
そ
れ
で
「
后
妃
」
と
称
し
た
の
で
あ
り
、
「
召
南
」
は
諸
侯
の
教
化
の
具
現
だ
か
ら
、

そ
れ
で
「
夫
人
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
幻
o

た
だ
感
化
の
程
度
に
よ
っ
て
呼
称
を
定
め
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
期
の
先
後
に
よ
る
使
い

分
け
を
し
た
の
で
は
な
い
。
従
づ
て
、
聖
人
の
徳
化
を
述
べ
る
場
合
に
は
、

た
と
い
天
子
と
な
る
以
前
の
事
で
あ
っ
て
も
、

や
は
り
「
后

妃
」
と
称
し
た
の
で
あ
り
、
賢
人
の
教
化
を
説
く
場
合
に
は
、

た
と
い
天
子
と
な
っ
た
以
後
の
事
で
あ
っ
て
も
、

や
は
り
「
夫
人
」
と
称

し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
后
妃
」
と
「
夫
人
」
の
呼
称
を
使
い
分
け
て
い
る
の
に
、
文
王
に
つ
い
て
呼
び
方

を
変
え
て
い
な
い
の
は
、
「
召
南
」
で
は
「
夫
人
」
を
巻
首
に
お
き
、
（
「
周
南
」
の
）
「
后
妃
」
を
「
夫
人
」
と
改
称
し
て
い
る
か
ら
、
聖
人
と

賢
人
と
は
教
化
を
異
に
し
て
い
る
乙
と
が
充
分
に
わ
か
り
、
文
王
に
対
し
て
更
に
そ
の
呼
び
方
を
変
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
わ
け
だ
か
ら
、
「
鵠
巣
」
の
序
に
（
文
王
を
）
「
国
君
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
「
召
南
」
が
賢
人
（
諸
侯
）
の
風
で
あ
る
と
い
う
意

味
を
後
世
の
人
び
と
に
明
示
す
る
た
め
に
、
「
国
君
」
と
か
「
夫
人
」
と
か
、

け
で
あ
る
。

「
周
南
」
「
召
南
」
の
二
国
風
で
は
、

い
ず
れ
も
普
通
の
呼
称
を
用
い
て
、

こ
の
よ
う
に
言
っ
た
だ

聖
王
が
世
の
中
を
統
治
す
れ
ば
、
瑞
兆
が
必
ず
現
わ
れ
る
。
だ
か
ら
大
師
は
、
「
麟
之
祉
」
「
鞠
虞
」
の
二
篇
を
そ
れ
ぞ
れ
「
周
南
」
「
召

南
」
の
末
尾
に
列
ね
て
、
聖
王
が
「
嘉
瑞
」
を
招
き
ょ
せ
る
乙
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
当
時
、
実
は
そ
れ
を
招
き
よ
せ
て

は
い
な
か
っ
た
の
で
、
大
師
は
乙
の
二
篇
を
置
い
て
聖
王
教
化
の
規
範
に
し
よ
う
と
し
た
。
だ
か
ら
鄭
玄
は
、

と
の
よ
う
に
言
っ
た
ま
で



あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
意
向
を
述
べ
て
い
お
の
だ
か
ら
、
「
麟
之
魁
」
は
（
「
周
南
」
巻
首
の
〉
「
関
雄
」
日
、

ま
た
「
臨
虞
」
は
（
「
召
南
」
巻
首
の
）
「
鵠
巣
」
と
、
必
ず
し
も
同
一
詩
人
の
作
品
だ
と
は
限
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
「
麟
之
祉
」
は
、
公
子

〈
君
子
の
宗
族
〉
の
信
厚
ぶ
り
を
述
べ
て
お
児
、
「
駒
虞
」
は
、
国
君
（
諸
侯
）
の
仁
愛
の
心
を
賛
嘆
し
て
い
幻
が
、
乙
れ
は
詩
人
が
、
各
自

に
霊
獣
の
名
を
取
り
上
げ
、
別
個
に
誓
輸
の
詩
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
吉
瑞
の
符
応
を
賛
嘆
し
て
、
前
の
詩
篇
の
「
関
雄
」
や

『
詩
』
の
詩
人
た
ち
の
作
品
は
、

「
鵠
巣
」
と
前
後
相
呼
応
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

す
る
事
な
す
事
が
模
範
に
し
て
よ
ろ
し
仔
、
道
徳
の
規
範
を
後
世
に
伝
え
示
打
も
の
な
の
で
、
大
師
（
二
南
の

編
者
）
は
「
麟
之
監
」
「
駒
虞
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
周
南
」
「
召
南
」
の
篇
末
に
並
べ
、
ま
た
詩
序
の
撰
者
も
そ
の
大
師
の
編
集
意
図
を
明
文

化
し
、
か
く
て
「
麟
之
駈
」
の
序
に
「
関
雄
の
応
な
り
」
と
い
い
、
「
駒
虞
」
の
序
に
「
鵠
巣
の
応
な
り
」
と
い
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
〔
だ

が
、
本
当
の
と
乙
ろ
、
詩
の
作
者
の
本
来
の
意
図
は
、
そ
の
よ
う
な
「
応
」
（
吉
瑞
の
符
応
）
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
〕
の
み
な
ら
ず
（
大

師
や
序
の
撰
者
は
）
も
し
詩
の
中
に
龍
や
鳳
を
詠
ん
だ
作
品
が
あ
っ
た
ら
、
や
は
り
同
様
に
そ
れ
を
「
応
」
と
見
倣
そ
う
と
し
た
で
あ
ろ

う
。
な
に
も
専
ら
蝦
麟
と
白
虎
（
鞠
虞
）
だ
け
に
限
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

ち
な
み
に
鄭
玄
は
、
門
弟
張
逸
の
問
い
に
答
え
て
い
う
、

文
玉
は
、
先
公
の
業
積
（
業
績
〉
を
承
け
、
其
の
徳
を
惰
め
て
以
て
風
化
を
致
し
、
其
の
美
を
述
べ
て
以
て
之
れ
の
法
と
為
す
。
能

く
其
の
本
を
行
な
へ
ば
、
則
ち
末
の
応
（
公
子
の
信
厚
〉
を
致
す
。
既
に
其
の
応
を
致
せ
ば
、
設
け
て
以
て
法
と
為
せ
り
。

と
れ
は
、
文
王
の
時
、
臨
麟
・
鞠
虞
の
符
応
が
実
際
に
は
現
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
乙
こ
の
正
文
の
一
節
は
、
「
周
南
」
「
召
南
」
に
お
け
る
詩
篇
の
並
べ
方
の
大
略
に
つ
い
て
譜
し
た
だ
け
だ
け
れ
ど
も
、
乙
の
二

国
風
の
（
詩
篇
配
列
の
）
眼
目
は
、
い
ず
れ
も
近
き
よ
り
遠
き
に
及
ぼ
す
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
周
南
」
に
お
け
る
「
関
雄
」
か
ら
「
盆
斯
」
ま
で
の
五
篇
は
、
い
ず
れ
も
后
妃
み
ず
か
ら
の
事
。
次
の
「
桃
天
」
「
兎
宜
」

伊

－

d
引
－
7

】、

半
J
A
j

君
子
の
道
は
、
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「
末
菖
」
三
篇
は
、

后
妃
の
教
化
が
及
ん
だ
様
子
。
次
の
「
漢
広
」
「
汝
墳
」
二
篇
は
、

一
変
し
て
文
王
の
教
化
を
詠
じ
、

そ
の
教
化
が
出

更
に
遠
く
ま
で
及
ん
だ
乙
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
召
南
」
に
お
け
る
「
鵠
巣
」
「
采
繋
」
二
篇
は
、
夫
人
み
ず
か
ら
の
事
。
次
の
「
草
虫
」
「
采
頭
」
二
篇
は
、
朝
廷
の
大
夫
（
官
僚
）
の

妻
を
詠
じ
、
次
の
「
甘
裳
」
「
行
露
」
二
篇
は
、
朝
廷
の
王
臣
の
召
伯
を
詠
じ
て
い
る
。
大
夫
の
妻
は
夫
人
と
共
に
陰
類
に
属
す
る
の
で
、

（
陽
類
の
）
召
伯
よ
り
先
に
並
べ
た
の
で
あ
っ
て
、
乙
の
大
夫
の
妻
を
詠
ん
だ
二
篇
は
、
い
ず
れ
も
夫
人
の
教
化
が
及
ん
だ
様
子
を
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
次
の
「
茶
羊
」
以
下
の
諸
篇
は
、

そ
の
序
に
「
召
南
の
国
」
（
「
蒸
羊
」
「
段
其
雷
」
「
擦
有
梅
」
の
序
）
と
か
「
江
沼
の
間
」

（
「
江
有
氾
」
の
序
）
と
か
言
っ
た
り
、
ま
た
「
文
王
の
政
」
（
「
芸
羊
」
の
序
）
と
も
言
っ
て
い
る
。
乙
れ
は
更
に
、
（
文
王
の
）
教
化
が
比
較
的

遠
く
ま
で
及
ん
だ
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
詩
篇
の
お
お
む
ね
の
傾
向
は
、

も
と
も
と
遠
近
に
よ
っ
て
差
等
を
つ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
周
南
」
の
前
八
篇
は

「
后
妃
」
の
こ
と
を
詠
じ
、
「
漢
広
」
「
汝
墳
」
二
篇
は
「
文
王
」
の
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
「
召
南
」
の
前
二
篇
は
「
夫
人
」
の
乙

と
を
詠
じ
、
「
蒸
羊
」
「
擦
有
梅
」
「
江
有
氾
」
「
臨
虞
」
四
篇
は
「
文
王
」
の
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

南
」
の
后
妃
の
乙
と
で
あ
り
、

后
妃
・
夫
人
を
論
ず
る
乙
と
、
「
周
南
」
で
は
詳
細
で
あ
る
の
に
「
召
南
」
で
省
略
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
「
召
南
」
の
夫
人
は
即
ち
「
周

す
で
に
「
后
妃
」
の
所
で
詳
し
く
論
説
し
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
「
召
南
」
で
は
、
「
夫
人
」
に
つ
い
て

結
局
乙
れ
を
省
略
し
た
の
だ
。

「
周
南
」
と
「
召
南
」
と
の
聞
で
、
文
玉
の
徳
化
が
、

別
々
で
あ
り
、
ま
た
採
集
し
た
詩
が
多
か
っ
た
り
少
な
か
っ
た
り
し
て
同
じ
く
な
か
っ
た
乙
と
に
よ
る
。

「
周
南
」
の
「
桃
天
」
序
で
は
「
昨
貯
の
致
す
所
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
（
同
じ
く
夫
人
の
徳
化
の
致
す
所
で
あ
る
）
「
召
南
」
の
「
蒸

羊
」
序
で
は
「
酔
貯
の
功
の
致
す
所
な

ω」
と
い
っ
て
い
る
乙
と
に
つ
い
て
は
、
「
周
南
」
の
「
桃
天
」
よ
り
以
前
の
五
篇
は
、
い
ず
れ
も

多
か
っ
た
り
少
な
か
っ
た
り
し
て
同
じ
く
な
い
の
は
、
も
と
も
と
詩
の
作
者
が

后
妃
み
ず
か
ら
の
事
で
あ
る
の
で
（
前
述
）
、

乙
の
五
篇
の
序
文
は
次
の
「
桃
天
」
の
「
后
妃
」
と
直
ち
に
接
続
し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
桃



天
」
序
も
（
そ
れ
を
承
け
て
）
「
后
妃
の
致
す
所
な
り
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
、
「
召
南
」
の
「
茶
羊
」
よ
り
以
前
の
六
篇
は
、

単
に
夫
人
み
ず
か
ら
の
事
だ
け
で
は
な
い
の
で
（
前
述
）
、
乙
の
六
篇
の
序
文
は
次
の
「
蒸
羊
」
の
「
夫
人
」
と
直
ち
に
は
相
接
続
し
て
い

な
い
。
だ
か
ら
「
蒸
羊
」
序
は
表
現
を
変
え
て
「
鵠
巣
の
功
の
致
す
所
な
り
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
桃
天
」
（
周
南
〉
に
お
い
て
后
妃
の
徳
化
が
「
致
」
さ
れ
て
以
後
の
三
篇
（
「
桃
天
」
「
菟
宜
」
「
末
官
」
）
の
序
に
は
「
后
妃
の
化
」

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
「
茶
羊
」
（
召
南
）
に
お
い
て
夫
人
の
徳
化
が
「
致
」
さ
れ
て
以
後
の
諸
篇
の
序
に
「
夫
人
の
化
」
が
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
（
前
述
の
「
后
妃
・
夫
人
の
論
」
の
詳
略
と
同
様
に
）
「
周
南
」
の
后
妃
は
、
す
で
に
こ
れ
を
詳
述
し
た
の
で
、
「
召

南
」
の
夫
人
に
つ
い
て
は
結
局
こ
れ
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
。

お
く

「
致
」
と
は
、
ま
ず
自
分
に
対
し
て
徳
化
を
行
な
い
、
そ
れ
を
自
分
か
ら
他
人
に
致
る
こ
と
で
あ
る
。
「
召
南
」
の
「
草
虫
」
以
後
の
各

詩
は
、
夫
人
み
ず
か
ら
の
事
で
は
な
い
が
、
や
は
り
夫
人
の
徳
化
の
「
致
」
（
あ
た
え
た
影
響
）
で
あ
る
。
ま
た
「
召
南
」
の
「
茶
羊
」
序

文
王
の
政
に
化
し
」
た
の
は
、
「
鵠
巣
の
功
（
夫
人
の
徳
化
）
の
致
す
所
」
で
あ
っ
た
、

に
は
、
「
召
南
の
園
、

と
い
，
っ
。

だ
と
す
れ
ば
、

「
周
南
」
の
「
漢
広
」
序
に
「
文
王
の
道
、
南
国
に
被
る
」
と
あ
る
の
も
、

や
は
り
同
様
に
《
「
関
雄
」
の
功
（
后
妃
の
徳
化
）
の
致
す
所
》

で
あ
っ
た
の
だ
。

詩
序
の
撰
者
は
、

乙
の
「
周
南
」
「
召
南
」
の
二
国
風
が
、

太
娘
（
文
王
の
妃
）
の
内
助
に
よ
る
も
の

い
ず
れ
も
文
王
の
徳
化
で
あ
り
、

で
あ
る
の
で
、
「
周
南
」
に
お
い
て
は
、
「
桃
天
」
か
ら
「
末
官
」
ま
で
の
三
篇
を
后
妃
の
徳
化
が
影
響
し
た
も
の
と
見
倣
し
、
次
の
「
漢

広
」
以
下
の
諸
篇
は
、
そ
の
徳
化
が
比
較
的
遠
く
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
、
文
王
の
徳
化
の
影
響
と
見
倣
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
「
召
南
」

「
草
虫
」
よ
り
「
行
露
」
ま
で
の
四
篇
を
夫
人
の
徳
化
が
影
響
し
た
も
の
と
見
倣
し
、
次
の
「
茶
羊
」
以
下
の
諸
篇
は
、

文
王
の
徳
化
の
影
響
と
見
倣
し
た
の
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
に
、
「
周
南
」
「
召
南
」

両
両
相
待
っ
て
（
詩
序
の
撰
者
の
見
解
が
）
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
く
る
も
の

に
お
い
て
は
、

（
そ
の
徳
化
が
）
比
較
的
遠
く
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
文
王
・
大
似
の
徳
化
を
並
べ
挙
げ
る
と
、

だ。
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乙
の
二
南
の
詩
は
、
文
王
の
時
の
作
品
で
あ
る
。
文
王
が
国
君
の
位
に
即
い
て
か
ら
、
天
命
を
受
け
て
天
子
に
な
っ
た
時
ま
で
、
す
で

に
四
十
余
年
も
た
つ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
諸
侯
た
ち
が
文
王
に
従
っ
た
時
期
は
、
恐
ら
く
も
っ
と
早
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鄭
玄
は
、
門
弟

の
張
逸
に
答
え
て
い
う
、

136 

文
王
は
、
諸
侯
を
以
て
し
て
王
者
の
化
有
り
。
卒
に
以
て
命
を
受
け
た
り
。

こ
れ
は
、
天
子
に
な
る
以
前
に
、
す
で
に
王
者
の
徳
を
施
し
て
い
た
と
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

と
の
国
君
で
あ
っ
た
当
時
、

二
南
の
詩
は
す
で
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
徳
化
が
下
民
に
行
き
わ
た
れ
ば
、
領
民
は
（
自
然
に
）
そ
の
意
向
を
述
べ

る
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
王
号
が
広
く
知
れ
わ
た
る
の
を
待
っ
て
、

そ
の
後
に
始
め
て
詩
歌
を
作
る
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
武
王
が
詩
を
採
集
し
た
時
、
周
公
と
召
公
は
す
で
に
爵
位
も
領
地
も
持
っ
て
い
た
の
で
、
乙
の
二
公
に
教
化
を
行
な
う
よ
う

命
令
し
、
か
く
て
（
文
王
時
代
の
）
詩
を
二
分
し
て
こ
の
二
公
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
乙
の
周
召
二
公
が
領
土
を
得
た
と
と
に
よ
っ
て
、

乙
の
「
周
南
」
「
召
南
」
の
詩
が
始
め
て
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
「
周
南
」
「
召
南
」
の
二
十
五
篇
の
う
ち
、
た
だ
「
甘
栄
」
と
「
何
彼
棲
失
」
の
二
篇
（
い
ず
れ
も
「
召
南
」
の
詩
）
だ
け
は
、

例
外
的
に
武
王
の
時
の
作
品
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
武
王
は
紺
を
伐
っ
て
、
そ
の
後
に
太
公
望
（
呂
尚
）
を
封
じ
て
斉
侯
と
し
、
ま
た

弟
の
周
公
・
召
公
に
命
じ
て
東
西
の
二
併
と
し
国
o

従
っ
て
、
「
何
彼
模
失
」
の
経
文
に
「
斉
侯
の
子
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、

（
乙
の
詩

が
作
ら
れ
た
時
）
太
公
望
が
す
で
に
斉
（
山
東
省
）
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
た
ζ

と
を
物
語
り
、
ま
た
「
甘
栄
」
の
経
一
文
に
「
召
伯
」
と
い
っ
て
い

る
の
は
、
（
乙
の
詩
が
作
ら
れ
た
時
は
）
召
公
が
方
伯
と
な
っ
た
以
後
で
あ
る
と
と
を
物
語
る
。
だ
か
ら
、
乙
の
二
篇
は
、
い
ず
れ
も
武
王
の

そ
れ
ら
の
詩
が
美
め
て
い
る
事
柄

時
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
。
い
や
、
単
に
武
王
の
時
に
作
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、

も
、
や
は
り
武
王
の
時
の
乙
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
行
露
」
（
「
甘
裳
」
の
次
の
詩
）
は
、
（
「
甘
業
」
と
同
様
に
〉
召
伯
の
事
を
述
べ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

に
し
て
い
る
。

「
甘
裳
」
と
制
作
時
期
を
異

し
か
る
に
、
か
つ
て
越
商
（
鄭
玄
の
門
人
）
は
、
「
甘
裳
」
と
「
行
露
」
が
共
に
同
じ
く
武
王
の
時
の
作
品
だ
と
考
え
て
い



た
の
で
、
疑
わ
し
く
思
っ
て
鄭
玄
に
質
問
を
ぶ
っ
つ
け
た
。
そ
れ
で
『
鄭
志
』
に
、

召
伯
の
功
を
美
め
た
る
に
、

越
商
問
ふ
｜
｜
i

「
甘
業
」
「
行
露
」
の
詩
は
、

『
築
』
は
以
て
「
文
王
と
討
と
の
時
」
と
為
す
（
「
行
露
」

序
の
鄭
注
）
o

不
審
な
り
。
召
公
、
何
ぞ
（
乙
の
時
に
）
伯
と
為
る
を
得
ん
や
。

答
へ
て
日
く

l
l
「
甘
裳
」
の
詩
は
、
召
伯
な
る
乙
と
自
ら
明
ら
か
な
り
。
（
乙
の
「
甘
業
」
に
対
し
て
）
誰
か
「
文
王
と
約
と
の
間
」

と
云
は
ん
や
。

と
あ
る
。
〔
と
こ
ろ
が
「
行
露
」
の
篇
と
な
る
と
、
そ
の
『
鄭
築
』
の
内
容
は
、

お
と
ろ

詩
序
に
「
衰
乱
の
俗
徴
へ
て
、
貞
信
の
教
へ
興
る
」
と
い
う
。
も
し
武
王
の
当
時
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
「
召
南
」
の
徳
化
に
浴
す
る

お
と
る

乙
と
、
ま
乙
と
に
久
し
い
。
従
っ
て
「
衰
乱
の
俗
（
風
俗
）
」
は
と
っ
く
に
消
え
去
っ
て
お
り
、
「
徴
ふ
」
な
ど
と
言
い
得
る
は
ず
が

な
い
。
そ
れ
で
「
此
れ
（
「
行
露
」
）
文
王
の
時
」
（
鄭
注
）
と
い
っ
た
の
だ
。
う
っ
た

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
詩
序
の
内
容
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
召
伯
、
訟
へ
を
聴
く
」
と
い
う
序
文
の
一
句
は
、
後
世
に
な
っ
て

か
ら
序
の
撰
者
の
考
え
を
書
き
込
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
と
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
の
だ
。
一
方
、
鄭
玄
の
乙
の
答
申
え
（
前
述
の

越
商
に
対
す
る
答
え
）
は
、
「
甘
業
」
序
の
『
鄭
築
』
に
所
謂
「
其
の
伯
と
為
り
し
と
き
の
功
（
徳
化
）
」
が
、
武
王
の
時
を
意
味
す
る
乙
と
を

明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
〕

乙
の
「
甘
裳
」
「
何
彼
模
失
」
の
二
篇
は
共
に
武
王
の
時
の
事
で
あ
る
の
に
、

栄
に
恵
ま
れ
た
の
は
、
（
「
甘
業
」
の
場
合
）
第
一
に
、
詩
が
召
公
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
際
、
そ
の
召
公
が
乙
の
詩
の
主
人
公
に
な
っ
て
い
た

そ
の
詩
が
「
召
伯
を
美
む
る
」
（
序
）
こ
と
を
主
眼
に
し
て
い
た
た
め
に
、

「
召
南
」
と
い
う
（
文
王
時
代
の
）
国
風
に
編
入
さ
れ
る
光

た
め
、

第
二
に
、

そ
れ
で
即
刻
「
召
南
」
に
収
録
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

ま
た
（
「
何
彼
横
失
」
の
場
合
）
、
「
玉
姫
」
は
、
天
子
の
皇
女
の
身
を
も
っ
て
、
高
い
地
位
か
ら
降
っ
て
低
い
臣
下
に
嫁
ぎ
な
が
ら
、
婦
道
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を
失
わ
な
か
っ
一
切
し
、
「
召
南
」
も
、
多
く
人
間
の
道
義
を
述
べ
て
い
て
、

事
柄
が
「
王
姫
」
と
相
似
て
い
る
。
ま
た
「
玉
姫
」
は
賢
女

138 

乙
の
詩
は
武
王
の
時
代
に
作
ら
れ
た
の
で
、
文
王
の
聖
人
と
し
て
の
徳
化

を
示
す
国
風
（
周
南
）
に
編
入
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。
以
上
三
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
乙
の
詩
を
「
召
南
」
に
収
録
し
た
の
で
あ
る
。

で
あ
り
、
「
召
南
」
も
賢
人
の
教
化
の
成
果
で
あ
る
。

ま
た
、

注
（
1
）
『
毛
詩
』
大
序
に
い
う
、
「
関
雄
・
麟
祉
之
化
、
王
者
之
風
。
故
繋
之
周
公
。
：
：
：
鵠
巣
・
臨
虞
之
徳
、
諸
侯
之
風
也
。
先
王
之
所
以
教
、
故
繋

之
召
公
。
」

（
2
〉
原
文
は
「
不
俵
」
に
作
る
。
乙
の
助
字
は
「
不
用
」
「
不
須
」
と
同
類
の
語
。
「
何
用
」
「
何
須
」
「
何
偲
」
も
同
様
で
あ
る
。

（
3
）
『
毛
詩
』
召
南
の
「
鵠
巣
」
序
に
い
う
、
「
鵠
巣
、
夫
人
之
徳
也
。
国
君
積
行
累
功
、
以
致
爵
位
。
」
そ
し
て
、
そ
の
正
義
に
は
、
文
王
を
「
国

君
」
と
称
し
て
い
る
乙
と
に
つ
い
て
、

未
為
諸
侯
、
而
言
「
国
君
」
者
、
「
召
南
」
諸
侯
之
風
。
故
以
「
夫
人
」
「
国
君
」
言
之
。

と
解
説
し
て
い
る
。
乙
れ
は
、
「
周
南
・
召
南
譜
」
正
義
の
乙
の
部
分
と
相
照
応
す
る
解
説
で
あ
る
。

（
4
）
乙
の
部
分
、
原
文
は
「
故
鵠
巣
之
序
、
言
国
君
、
以
著
義
於
後
、
皆
以
常
称
言
之
」
に
作
る
。
「
故
」
と
い
う
助
字
の
上
文
の
受
け
方
が
暖
昧

で
あ
り
、
そ
の
下
文
は
「
鵠
巣
之
序
、
『
国
君
』
と
言
ひ
て
、
以
て
義
を
後
に
著
は
す
」
と
も
読
め
る
が
、
そ
れ
で
は
文
脈
が
上
文
と
も
下
文
と

も
接
続
し
な
い
し
、
ま
た
「
皆
」
も
唐
突
に
な
る
。
と
に
か
く
難
解
な
一
節
だ
が
、
今
、
か
り
に
前
注
（
3
）
を
参
考
に
し
て
訳
す
。

（
5
〉
乙
の
一
句
、
原
文
は
「
設
以
為
法
」
に
作
る
。
乙
れ
は
、
下
文
の
「
正
義
」
に
見
え
る
鄭
玄
の
張
逸
に
対
す
る
答
え
の
文
の
一
句
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
た
表
現
。

（
6
）
原
文
は
「
詩
人
之
作
、
各
言
其
志
」
に
作
る
。
『
尚
書
』
舜
典
に
は
「
詩
言
志
、
歌
永
雪
己
と
い
い
、
『
礼
記
』
楽
記
に
も
「
詩
、
言
其
志
也
。

歌
、
昧
其
声
也
。
舞
、
動
其
容
也
」
と
い
う
。

（
7
）
原
文
は
、
た
だ
「
麟
祉
関
雄
」
四
字
に
作
る
。
思
ふ
に
、
乙
の
句
は
下
句
の
「
臨
虞
之
与
鵠
巣
」
と
対
偶
表
現
に
な
っ
て
然
る
べ
き
個
所
で
あ

る
。
恐
ら
く
伝
写
の
際
に
、
誤
っ
て
「
之
与
」
二
字
が
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
『
毛
詩
』
周
南
の
「
麟
之
祉
」
序
に
い
う
、
「
雄
衰
世
之
公
子
、
皆
信
厚
如
麟
祉
之
時
也
。
」

（9
）
『
毛
詩
』
召
南
の
「
駒
虞
」
序
に
い
う
、
「
人
倫
既
正
、
朝
廷
既
治
、
天
下
純
被
文
王
之
化
。
則
庶
類
蕃
殖
、
蒐
回
以
時
。
仁
如
鞠
虞
、
則
王
道

成
也
。
」



（
叩
）
原
文
は
「
作
事
可
法
」
に
作
る
。
『
左
伝
』
裏
公
三
十
一
年
の
「
文
王
之
行
、
至
今
為
法
、
可
謂
象
之
。
有
威
儀
也
。
故
君
子
、
：
：
：
作
事
可

法
、
徳
行
可
象
、
声
気
可
楽
。
」
な
い
し
は
『
孝
経
』
聖
治
章
の
「
君
子
則
不
然
。
：
：
：
徳
義
可
尊
、
作
事
可
法
」
を
ふ
ま
え
る
。

（
日
）
原
文
は
「
垂
憲
後
昆
」
に
作
る
。
『
尚
書
』
仲
臆
之
詰
の
「
以
義
制
事
、
以
礼
制
心
、
垂
裕
後
見
。
」
な
い
し
は
同
じ
く
察
仲
之
命
の
「
克
勤
無

怠
、
以
垂
憲
乃
後
」
を
ふ
ま
え
る
。

。
以
）
清
の
孔
広
林
輯
『
通
徳
遺
書
所
見
録
』
巻
六
五
（
毛
詩
志
）
に
は
、
乙
の
鄭
玄
の
張
逸
に
対
す
る
答
え
を
、
「
麟
之
世
」
序
の
正
義
に
引
く
そ

れ
と
同
じ
く
、
「
麟
之
世
」
に
つ
い
て
の
張
逸
の
問
い
に
対
す
る
回
答
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
て
い
る
。
妥
当
な
推
定
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以

下
こ
れ
に
従
う
。

（
日
）
原
文
は
「
此
、
譜
於
此
篇
之
大
略
耳
」
に
作
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
庇
元
の
「
校
勘
記
」
は
、
「
案
下
此
字
、
当
作
比
。
形
近
之
議
」
と
い
う
。

宜
し
く
従
う
べ
き
で
あ
る
。

（U
）
貌
の
曹
植
「
求
通
親
親
表
」
に
、
「
蓋
亮
之
為
教
、
先
親
後
疎
、
自
近
及
遠
。
」
と
い
う
（
『
文
選
』
巻
三
七
）
。
あ
る
い
は
正
義
の
ふ
ま
え
る
と

乙
ろ
か
。

（
臼
）
乙
の
一
句
、
原
文
は
「
自
由
作
不
有
別
」
に
作
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
文
意
が
全
く
通
ら
な
い
。
乙
れ
に
つ
い
て
庇
元
の
「
校
勘
記
」

は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
今
汲
古
閣
本
『
毛
詩
注
疏
』
に
拠
っ
て
「
自
由
作
者
有
別
」
に
改
め
、
乙
れ
を
訳
す
。

（
日
）
原
文
は
「
采
得
」
に
作
る
。
今
語
の
「
採
的
」
（
採
集
し
た
も
の
）
に
同
じ
。
「
採
り
得
た
」
の
意
で
は
な
い
。

（
げ
）
「
鵠
巣
」
は
、
「
召
南
」
の
巻
首
に
あ
る
詩
で
、
「
周
南
」
巻
首
の
「
関
雄
」
と
対
応
す
る
篇
。
そ
の
序
に
は
「
鵠
巣
、
夫
人
之
徳
也
」
と
い
う
。

（
日
）
「
召
南
」
の
「
茶
羊
」
序
に
い
う
、
「
茶
羊
、
鵠
巣
之
功
所
致
也
。
召
南
之
園
、
化
文
王
之
政
、
在
位
皆
節
倹
正
直
、
徳
如
莱
羊
也
。
」
な
お
、

現
行
の
『
毛
詩
』
は
、
「
致
」
の
上
に
「
所
」
字
が
な
い
。
今
、
『
正
義
』
に
引
く
所
に
拠
っ
て
、
乙
の
字
を
補
う
。

〈
日
）
晋
の
皇
甫
誼
『
帝
王
世
紀
』
に
い
う
、
「
文
王
即
位
四
十
二
年
、
歳
在
鶏
火
。
文
王
更
為
受
命
之
元
年
、
始
称
玉
突
。
」
（
『
史
記
』
周
本
紀
の
正

義
に
引
く
。
）

（
却
）
『
毛
詩
』
大
序
の
「
王
者
之
風
」
正
義
に
も
、
鄭
玄
の
乙
の
答
え
を
引
い
て
次
の
ご
と
く
い
う
、

『
志
』
（
『
鄭
志
』
）
、
張
逸
問
「
王
者
之
風
、
王
者
当
在
雅
、
在
風
何
。
」
答
日
「
文
玉
、
以
諸
侯
而
有
王
者
之
化
。
述
其
本
、
宜
為
風
。
」

（
幻
）
乙
の
節
の
注
（
1
）
を
参
照
。

（
忽
）
太
公
望
が
斉
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
『
史
記
』
周
本
紀
に
「
於
是
封
功
臣
謀
士
、
而
師
尚
父
（
呂
尚
）
為
首
封
。
封
尚
父
於
営
丘
、
日
斉
。
」

と
い
う
。
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ま
た
「
二
伯
」
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
王
制
に
「
分
天
下
、
以
為
左
右
、
日
二
伯
」
と
い
い
、
『
孔
叢
子
』
居
衛
篇
に
も
「
古
之
帝
王
、
中
分

天
下
、
使
二
公
治
之
。
謂
之
二
伯
」
と
い
う
。
「
伯
」
と
は
、
方
伯
。
す
な
わ
ち
諸
侯
の
長
。
『
礼
記
』
王
制
の
鄭
注
に
よ
れ
ば
、
武
王
は
、
侠
（
河

南
省
侠
県
〉
を
中
心
に
し
て
天
下
を
東
西
に
二
分
し
、
周
公
を
東
の
方
伯
に
、
召
公
を
西
の
方
伯
に
任
命
し
た
、
と
い
う
。

（
お
）
『
鄭
志
』
の
乙
の
文
、
『
毛
詩
』
召
南
の
「
甘
業
」
序
の
正
義
の
引
文
は
、

張
逸
、
以
「
行
露
」
築
云
「
当
文
王
与
紺
之
時
」
、
謂
此
「
甘
裳
」
之
詩
、
亦
文
王
時
事
。
故
問
之
云
「
『
詩
伝
』
及
『
楽
記
』
、
武
王
即
位
、

乃
分
周
公
左
、
召
公
右
、
為
二
伯
。
文
王
之
時
、
不
審
。
召
公
何
得
為
伯
。
」
答
日
「
『
甘
裳
』
之
詩
、
百
伯
自
明
。
誰
云
『
文
王
与
約
之

時
』
乎
。
」

に
作
り
、
「
越
商
」
が
「
張
逸
」
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
前
半
部
分
に
か
な
り
な
異
同
が
あ
る
。
恐
ら
く
「
周
南
召
南
譜
」
正
義
の
引
文

は
、
右
の
引
文
を
大
幅
に
簡
約
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
超
商
」
と
「
張
逸
」
は
、
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
。

（
清
の
孔
広
林
輯
『
通
徳
遺
書
所
見
録
』
巻
六
五
を
参
照
）

（
μ
）
『
毛
詩
』
召
南
の
「
行
露
」
序
に
い
う
、
「
行
露
、
召
伯
聴
訟
也
。
衰
乱
之
俗
徴
、
貞
信
之
教
興
。
強
暴
之
男
、
不
能
侵
陵
貞
女
也
。
」
そ
の
鄭

注
に
は
「
衰
乱
之
俗
徴
、
貞
信
之
教
興
者
、
此
股
之
末
世
、
周
之
盛
徳
、
当
文
王
与
紺
之
時
」
と
い
う
。

（
お
）
『
毛
詩
』
召
南
の
「
甘
業
」
序
に
い
う
、
「
甘
業
、
美
召
伯
也
。
召
伯
之
教
、
明
於
南
国
。
」

（
お
）
『
毛
詩
』
召
南
の
「
何
彼
棲
失
」
序
に
い
う
、
「
何
彼
模
実
、
美
王
姫
也
。
雄
則
玉
姫
、
亦
下
嫁
於
諸
侯
、
車
服
不
繋
其
夫
、
下
王
后
一
等
。
猶

執
婦
道
、
以
成
粛
擢
之
徳
也
。
」

風
之
始
、
所
以
風
化
天
下
、
而
正
夫
婦
罵
。
故
周
公
作
楽
、
用
之
郷
人
駕
、
用
之
邦
国
駕
。
或
謂
之
房
中
之
楽
者
、
后
妃
夫
人
、
侍
御
於

其
君
子
、
女
史
歌
之
、
以
節
義
序
故
耳
。

風
の
始
め
は
、
天
下
を
風
化
し
て
、
夫
婦
を
正
す
所
以
な
り
。
故
に
周
公
は
楽
を
作
り
、
之
れ
を
郷
人
に
用
ひ
、
之
れ
を
邦
国
に
用

ふ
。
或
る
ひ
と
之
れ
を
「
房
中
の
楽
」
と
謂
ふ
者
は
、
后
妃
・
夫
人
、
其
の
君
子
に
侍
御
す
る
と
き
、
女
史
之
れ
を
歌
ひ
て
、
以
て

義
序
を
節
す
る
が
故
の
み
。

〔
正
義
〕
「
或
る
ひ
と
謂
ふ
」
（
「
或
調
」
）
と
言
う
の
は
、
異
説
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
鄭
玄
よ
り
以
前
の
時
代
に
、

こ
の
異
説
を
提
起
し
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た
も
の
が
い
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
（
鄭
玄
は
）
乙
れ
を
解
説
し
た
の
で
あ
る
。

「
周
南
」
「
召
南
」
と
い
う
こ
国
風
は
、
后
妃
が
「
淑
女
を
得
る
を
楽
し
泌
」
、
「
嫉
妬
の
心
無

G
」
、
夫
人
が
「
徳
、
鳩
鳩
（
呼
子
鳥
）
の

如
く
」
、
「
以
て
祭
杷
を
承
奉
す
可
き
」
こ
と
を
教
え
て
お
り
、
夫
婦
に
節
義
を
持
た
せ
、
妻
妾
に
秩
序
を
保
た
せ
る
効
能
が
あ
る
。
従
っ

て
、
「
女
史
（
後
宮
の
礼
事
を
つ
か
さ
ど
る
女
官
〉
之
れ
を
歌
ひ
て
」
菰
諭
す
る
と
と
切
実
で
あ
れ
ば
、

后
妃
・
夫
人
は
「
以
て
此
の
義
序

（
節
義
と
秩
序
）
を
節
す
る
（
き
ち
ん
と
整
え
る
と
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
、

そ
れ
を
用
い
た
ま
で
で
あ
る
。
し
た
が

『
毛
詩
』
王
風
（
「
君
子
陽
陽
」
）
に
「
君
子
陽
陽
、
左
に
筈
（
笠
）
を
執
り
、
右
に
我
を
招
き
て
房
に
由
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
（
乙
の

「
房
」
は
）
路
寝
（
正
殿
）
に
あ
る
闇
房
の
と
と
で
あ
る
。
人
君
に
房
中
の
楽
（
間
中
の
音
楽
）
が
あ
れ
ば
、
后
妃
・
夫
人
に
も
房
中
の
楽
が
あ

人
君
の
房
中
の
楽
で
も
「
周
南
」
「
召
南
」

っ
た
の
だ
し
、
ま
た
后
妃
・
夫
人
の
房
中
の
楽
に
「
周
南
」
「
召
南
」
を
歌
っ
た
の
な
ら
ば
、

を
歌
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
『
詩
譜
』
の
下
文
に
、

路
寝
（
正
殿
）
の
常
楽
は
、
風
の
正
経
（
「
周
南
」
「
召
南
」
）
な
り
。
天
子
は
「
周
南
」
を
歌
ひ
、
諸
侯
は
「
召
南
」
を
歌
バ
o

と
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
（
そ
の
鄭
玄
の
見
解
は
）
と
の
「
或
る
ひ
と
」
の
説
を
用
い
て
自
分
の
見
解
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
后
妃
・
夫
人
が

こ
れ
を
用
い
る
場
合
も
、

や
は
り
天
子
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

貌
の
玉
粛
は
、

「
関
雌
」
よ
り
「
末
官
」
に
至
る
ま
で
、
后
妃
の
房
中
の
楽
な
り
。
（
『
毛
詩
王
氏
注
』
扶
文
）

と
い
っ
て
い
る
。
王
粛
は
、

こ
の
「
周
南
」
の
八
篇
が
、

い
ず
れ
も
后
妃
み
ず
か
ら
の
事
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
で
后
妃
の
音
楽
だ

夫
人
の
房
中
の
楽
は
、
当
然
「
召
南
」
の
「
鵠
巣
」
「
采
繋
」
（
い
ず
れ
も
「
夫
人
み
ず
か
ら

の
事
」
）
を
用
い
た
は
ず
で
あ
る
。
鄭
玄
に
は
何
の
所
説
も
な
い
が
、
そ
の
見
解
は
や
は
り
同
様
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

注
（
1
）
『
毛
詩
』
大
序
の
冒
頭
に
い
う
、
「
関
雄
、
后
妃
之
徳
也
。
風
之
始
也
。
所
以
風
天
下
市
正
夫
婦
也
。
故
用
之
郷
人
湾
、
用
之
邦
国
駕
。
」
ま
た

「
周
公
作
楽
」
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記
』
明
堂
位
に
、
「
周
公
践
天
子
之
位
、
以
治
天
下
。
六
年
、
朝
諸
侯
於
明
堂
、
制
礼
作
楽
、
頒
度
量
、
而
天

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
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下
大
服
。
」
と
い
う
。

（
2
〉
「
房
中
之
楽
」
と
し
て
「
周
南
」
「
召
南
」
を
用
い
た
乙
と
に
つ
い
て
は
、
『
儀
礼
』
燕
礼
の
「
有
房
中
之
楽
」
の
鄭
注
に
、
「
弦
歌
周
南
・
召
南

之
詩
、
市
不
用
鍾
磐
之
節
也
。
謂
之
房
中
者
、
后
夫
人
之
所
調
語
、
以
事
其
君
子
」
と
あ
る
。

（
3
）
原
文
は
「
云
言
或
者
」
に
作
る
。
し
か
し
、
乙
れ
で
は
文
意
が
わ
か
ら
な
い
。
思
う
に
、
元
来
は
「
云
或
言
者
」
（
「
或
言
」
と
云
ふ
者
は
）
、

な
い
し
は
「
云
或
謂
者
」
（
「
或
謂
」
と
云
ふ
者
は
）
に
作
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
『
正
義
』
の
見
た
『
詩
譜
』
の
正
文
が
、
果
し
て
「
或
舌
己
に

作
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
現
行
本
の
よ
う
に
「
或
謂
」
に
作
っ
て
い
た
の
か
、
未
詳
。
ど
ち
ら
で
も
意
味
に
変
り
は
な
い
が
、
今
、
便
宜

上
、
後
者
に
従
う
。

（
4
）
原
文
は
「
故
因
」
に
作
る
。
一
一
字
で
一
語
の
接
続
詞
。
（
釈
大
血
（
『
文
語
解
』
巻
三
参
照
）

（5
）
『
毛
詩
』
大
序
に
い
う
、
「
関
雄
、
后
妃
之
徳
也
。
：
：
：
是
以
関
雄
楽
得
淑
女
、
以
配
君
子
。
」

（
6
）
『
毛
詩
』
周
南
の
「
謬
木
」
序
に
い
う
、
「
謬
木
、
后
妃
逮
下
也
。
言
能
逮
下
、
市
無
嫉
妬
之
心
駕
。
」

（7
）
『
毛
詩
』
召
南
の
「
鵠
巣
」
序
に
い
う
、
「
鵠
巣
、
夫
人
之
徳
也
。
国
君
積
行
累
功
、
以
致
爵
位
。
夫
人
起
家
而
居
有
之
。
徳
如
鳴
鳩
、
乃
可
以

配
意
。
」

（
8
）
『
毛
詩
』
召
南
の
「
采
繋
」
序
に
い
う
、
「
采
葉
、
夫
人
不
失
職
也
。
夫
人
可
以
奉
祭
肥
、
則
不
失
職
失
。
」
但
、
乙
の
詩
序
に
は
、
「
奉
」
の
上

に
「
承
」
字
が
な
い
。
そ
の
鄭
注
に
引
く
序
文
も
、
ま
た
同
じ
。
乙
の
二
南
譜
の
『
正
義
』
が
「
承
奉
」
に
作
る
の
は
、
恐
ら
く
文
章
の
リ
ズ
ム

を
整
え
る
た
め
に
「
承
」
を
補
っ
て
、
二
字
の
熟
語
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
9
）
乙
の
『
詩
譜
』
の
文
は
扶
文
で
あ
る
が
、
『
毛
詩
』
王
風
の
「
君
子
陽
腸
」
の
『
正
義
』
に
も
乙
の
文
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
乙
で
は
「
譜
云
、

路
寝
之
常
楽
、
風
之
正
経
。
天
子
以
周
南
、
諸
侯
以
召
南
」
に
作
っ
て
、
「
正
経
」
の
下
に
「
也
」
字
が
な
く
、
ま
た
二
「
歌
」
字
は
い
ず
れ
も

「
以
」
に
作
っ
て
い
る
。
（
『
通
徳
遺
書
所
見
録
』
巻
三
四
）
思
う
に
、
乙
の
場
合
、
引
用
文
の
途
中
に
「
也
」
字
が
あ
る
の
は
読
者
を
当
惑
さ
せ

る
が
、
恐
ら
く
元
来
は
乙
の
字
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

射
礼
、
天
子
以
脇
虞
、
諸
侯
以
狸
首
、
大
夫
以
采
頭
、
士
以
采
繋
為
節
。

も
ち

射
の
礼
、
天
子
は
「
鞠
虞
」
を
以
ひ
、
諸
侯
は
、
「
狸
首
」
を
以
ひ
、

大
夫
は
「
采
頻
」
を
用
ひ
、

士
は
「
采
繋
」
を
以
ひ
て
節
と

為
す
。
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あ
る
。
『
礼
記
』
射
義
に
、

〔
正
義
〕
乙
乙
花
見
え
る
諸
篇
は
、
「
召
南
」
の
篇
中
に
あ
る
。

乙
の
文
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
鄭
注
に
も
、

や
は
り
と
の
諸
篇
を
音
楽
に
用
い
た
の
で
、

乙
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で

「
駒
虞
」
は
、
其
の
「
一
発
五
犯
」
の
、

賢
者
を
得
る
乙
と
多
き
を
愉
ふ
る
を
取
る
。

と
ど

「
狸
首
」
（
逸
詩
）
は
、
「
小
大
処
ま
る
こ
と
莫

く
、
君
の
所
に
御
す
」
を
取
る
。
「
采
頭
」
は
、
其
の
「
澗
に
循
ひ
て
以
て
頭
を
采
る
」
の
、

輸
ふ
る
を
取
る
o

「
采
繋
」
は
、
「
夙
夜
公
に
在
り
」
を
取
お
o

法
度
に
循
ひ
て
以
て
君
事
を
成
す
を

と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
篇
の
意
味
す
る
と
と
ろ
を
取
っ
て
、

み
ず
か
ら
の
戒
め
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
節
と
為
す
」
と
は
、
弓
を
射
る
儀
式
の
際
の
進
退
が
、
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
か
の
『
礼
記
』
射
義

の
文
で
は
、
各
詩
篇
ご
と
に
一
々
「
節
と
為
す
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

乙
乙
の
『
譜
』
の
文
は
、

そ
れ
を
引
用
し
て
表
現
を
省
略
し
た
の

で
あ
る
。

注
（
1
）
『
礼
記
』
射
義
に
い
う
、
「
其
節
、
天
子
以
鞠
虞
為
節
、
諸
侯
以
狸
首
為
節
、
卿
大
夫
以
采
頼
為
節
、
士
以
采
葉
為
節
。
」

（2
）
右
の
注
（
l
）
に
あ
げ
た
『
礼
記
』
射
義
の
鄭
注
に
い
う
、
「
楽
官
備
者
、
謂
鞠
虞
日
壱
発
五
犯
、
輸
得
賢
者
衆
多
也
O
i
－
－
－
楽
会
時
者
、
謂
狸

首
日
小
大
莫
処
、
御
子
君
所
。
楽
循
法
者
、
謂
采
霜
日
子
以
采
顔
、
南
澗
之
浜
、
循
澗
以
采
夢
、
愉
循
法
度
、
以
成
君
事
也
。
楽
不
失
職
者
、
謂

采
嚢
日
被
之
童
童
、
夙
夜
在
公
。
」

今
無
狸
首
、
周
衰
、
諸
侯
並
僧
而
去
之
、
孔
子
録
詩
不
得
也
。
為
礼
楽
之
記
者
、
従
一
後
存
之
、
遂
不
得
其
次
序
。

今
「
狸
首
」
無
き
は
、
周
衰
へ
、
諸
侯
並
び
に
倍
し
て
之
れ
を
去
り
、
孔
子
詩
を
録
し
て
得
ざ
れ
ば
な
り
。
礼
楽
の
記
を
為
る
者
、

後
よ
り
之
れ
を
存
す
る
も
、
遂
に
其
の
次
序
を
得
ず
。

〔
正
義
〕
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
の
は
、
む
か
し
弓
を
射
る
儀
式
の
際
に
四
篇
も
の
詩
を
用
い
て
い
な
が
ら
、

そ
の
う
ち
三
篇
が
い

ず
れ
も
「
召
南
」
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
狸
首
」
も
や
は
り
「
召
南
」
に
あ
っ
て
然
る
べ
き
な
の
に
、

現
在
そ
の
一
篇
が
な
い
の
で
、

そ
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れ
で
そ
の
事
情
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。

す

「
諸
侯
」
が
「
之
れ
を
去
て
」
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
『
儀
礼
』
大
射
の
鄭
注
に
、

「
狸
」
の
言
た
る
、
不
来
な
り
。
其
の
詩
に
、
「
諸
侯
の
首
め
て
朝
せ
ざ
る
者
を
射
る
」
の
言
有
り
。
因
り
て
以
て
篇
に
名
づ
く
。
後

世
之
れ
を
失
せ
り
。

144 

と
い
っ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
当
時
、
諸
侯
は
天
子
に
臣
服
す
る
こ
と
を
肯
ぜ
ず
、
自
分
が
射
ら
れ
る
と
い
う
「
狸
首
」
の
歌
詞

を
憎
ん
、
だ
の
で
、
乙
の
詩
を
棄
て
去
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
礼
楽
の
記
を
為
る
者
」
と
は
、
正
に
『
礼
記
』
の
「
射
義
」
篇
を
記
述
し
た
撰
者
の
乙
と
。
ま
た
「
狸
首
」
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
う
た

う
歌
の
曲
な
の
で
、

そ
れ
で
「
楽
」
と
熟
語
に
し
て
「
礼
楽
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

『
礼
記
』
射
義
の
鄭
注
に
は
、

「
狸
首
」
は
逸
詩
な
り
。
下
に
云
ふ
「
曽
孫
侯
氏
」
是
れ
な
り
。

と
い
い
、
そ
の
下
文
（
経
文
）
に
は
、

故
に
『
詩
』
に
日
く
、
「
曽
孫
侯
氏
、
四
正
具
に
挙
ぐ
。
大
夫
君
子
、

や
す

す
。
以
て
燕
し
以
て
射
る
。
則
ち
燕
く
則
ち
誉
れ
あ
り
。
」

凡
そ
庶
士
と
以
に
、
小
大
処
ま
る
こ
と
莫
く
、
君
の
所
に
御

と
い
う
。
つ
ま
り
鄭
玄
は
、

乙
の
詩
句
が
「
狸
首
」
の
経
文
だ
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

『
礼
記
』
射
義
は
、

ど
こ
に
も
「
狸
首
」
と
い
う
文
字
が
な
い
の
に
、

首
」
だ
と
わ
か
っ
た
の
は
、
『
礼
記
』
射
義
が
諸
侯
の
射
法
を
説
明
し
て
右
の
詩
を
引
き
、
そ
の
下
文
に
更
に
、

ル
γ
も

君
臣
相
与
に
、
志
を
射
に
尽
し
、
以
て
礼
楽
を
習
は
ば
、
則
ち
安
く
則
ち
誉
れ
あ
る
な
り
。
是
を
以
て
天
子
は
之
れ
を
制
し
、
而
し

E
れ

て
諸
侯
は
藷
に
務
む
。
（
射
義
）

た
し
か
に
『
詩
』
を
引
い
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、

鄭
玄
が
「
狸

と
い
っ
て
、
諸
侯
が
乙
の
詩
を
用
い
て
射
礼
の
リ
ズ
ム
に
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
ら
、

乙
の
詩
が
「
狸
首
」
の
歌
詞
だ
と
わ
か
っ
た



の
で
あ
る
。

な
お
、
『
礼
記
』
射
義
の
文
に
「
狸
首
」
と
い
う
文
字
が
な
い
の
は
、

大
ざ
っ
ぱ
に
「
狸
首
」
の
歌
詞
を
引
用
し
、
充
分
に
は
表
現
を

行
き
届
か
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

注
（
1
〉
『
儀
礼
』
大
射
の
「
楽
正
、
命
大
師
日
、
奏
狸
首
、
間
若
こ
の
鄭
注
。
「
狸
」
を
「
不
来
」
と
訓
じ
た
の
は
、
「
不
来
」
（
狸
の
異
名
）
と
「
来

朝
せ
ず
」
の
意
を
兼
ね
た
か
ら
で
あ
る
。
鄭
注
引
用
の
詩
に
見
え
る
「
首
」
は
、
先
頭
に
立
っ
て
、
と
い
う
副
詞
。

（2
）
原
文
は
「
記
作
射
義
者
」
に
作
る
。
「
記
作
」
は
唐
代
の
俗
語
で
、
「
作
」
は
「
為
」
と
同
じ
く
「
記
」
の
単
な
る
接
尾
詞
。

（3
）
「
小
大
」
、
原
文
は
誤
っ
て
「
小
人
」
に
作
る
。
今
、
院
元
の
『
校
勘
記
』
に
従
っ
て
改
め
る
。

周
公
封
魯
、
死
誼
日
文
公
。
召
公
封
燕
、
死
詮
日
康
公
。
元
子
世
之
。

お
く
り
な

周
公
は
魯
に
封
ぜ
ら
れ
、
死
し
て
詮
さ
れ
て
「
文
公
」
と
日
ふ
。
召
公
は
燕
に
封
ぜ
ら
れ
、
死
し
て
註
さ
れ
て
「
康
公
」
と
日
ふ
。

元
子
、
之
れ
を
世
互
に
す
。

〔
正
義
〕
周
公
が
魯
（
山
東
省
）
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
と
、
召
公
が
燕
（
河
北
省
）
に
封
ぜ
ら
れ
た
乙
と
は
、
『
史
記
』
に
い
ず
れ
も
「
世
家
」

そ
の
事
実
を
述
べ
て
い
る
。

が
あ
っ
て
、

『
国
語
』
周
語
（
中
）
は
、
『
毛
詩
』
小
雅
の
「
常
様
」
の
詩
を
引
い
て
、
乙
れ
を
「
周
の
文
公
の
詩
」
だ
と
し
て
い
る
。

公
が
「
詮
さ
れ
て
文
と
臼
ふ
」
の
証
拠
で
あ
る
。

『
毛
詩
』
大
雅
の
「
公
劉
」
序
に
、
「
召
の
康
公
、
成
王
を
戒
む
る
な
り
」
と
い
う
。
乙
れ
は
、
召
公
が
「
註
さ
れ
て
康
と
日
ふ
」
の
証

こ
れ
は
、

周

拠
で
あ
る
。

な
ん
ぢ

0

0

『
毛
詩
』
魯
頚
の
「
関
宮
」
に
、
「
繭
の
元
子
を
建
て
、
乃
ち
魯
少
（
周
公
の
嫡
子
の
伯
禽
）
に
命
ず
」
と
い
一
%
。
乙
れ
は
、
（
魯
国
が
）
「
元

子
（
嫡
子
）
之
れ
を
世
ー
に
す
」
の
証
拠
で
あ
る
。
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た
だ
、
『
史
記
』
燕
召
公
世
家
に
は
、
「
召
公
よ
り
以
下
、
九
世
に
し
て
恵
公
に
至
る
o

（
燕
の
恵
公
は
〉
属
王
の
時
に
当
た
る
」
と
い
う
。

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
世
系
記
録
を
紛
失
し
て
、
召
公
の
嫡
子
の
名
前
と
詮
号
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
封
国
を
後
代
に
伝

146 

え
た
の
が
召
公
の
嫡
子
で
あ
っ
た
乙
と
は
、
ま
あ
推
知
で
き
る
。

注
（
1
）
『
史
記
』
魯
周
公
世
家
に
「
封
周
公
旦
於
少
美
之
虚
曲
車
。

燕
」
と
い
う
。

（2
）
『
国
語
』
周
語
中
に
周
の
大
夫
富
辰
の
諌
語
を
引
い
て
、
「
周
文
公
之
詩
目
、
兄
弟
関
於
勝
、
外
禦
其
侮
」
と
い
い
、

之
詩
者
、
周
公
旦
之
所
作
。
業
様
之
詩
、
是
也
」
と
い
う
。

（3
）
『
毛
詩
』
大
雅
の
「
公
劉
」
序
に
い
う
、
「
公
劉
、
召
康
公
戒
成
王
也
。
」

（4
）
『
毛
詩
』
魯
頒
の
「
悶
宮
」
に
い
う
、
「
王
日
叔
父
、
建
爾
元
子
、
停
侯
子
魯
、
大
啓
爾
宇
、
為
周
室
輔
。
乃
命
魯
公
、
停
侯
子
束
、
錫
之
山
川
、

土
田
附
薦
。
」

（5
）
『
史
記
』
燕
召
公
世
家
に
い
う
、
「
自
召
公
巳
下
、
九
世
至
恵
侯
。
燕
恵
侯
、
当
周
属
王
奔
最
共
和
之
時
。
」

（6
）
原
文
は
「
則
是
」
に
作
る
。
上
文
を
承
け
て
断
辞
を
な
す
助
字
。
（
清
、
劉
浜
『
助
字
弁
略
』
巻
三
）

是
為
魯
公
」
と
い
い
、

同
じ
く
燕
召
公
世
家
に
「
周
武
王
之
滅
射
、
封
召
公
於
北

そ
の
章
昭
注
に
、

「
文
公

其
次
子
、
亦
世
守
采
地
、
在
王
官
。
春
秋
時
周
公
召
公
、
是
也
。

其
の
次
子
、
亦
た
世
主
采
地
を
守
り
、
王
宮
に
在
り
。
春
秋
の
時
の
周
公
・
召
公
、
是
れ
な
り
。

〔
正
義
〕
『
春
秋
』
（
経
文
〉
億
公
九
年
の
「
公
、
宰
昨
少
を
葵
丘
に
会
打
」
に
見
え
る
「
宰
周
公
」
、
同
じ
く
文
公
五
年
の
「
子
炉
、
来
た

り
て
葬
に
会
す
」
に
見
え
る
「
召
伯
」
は
、
所
謂
「
春
秋
の
時
の
周
公
・
召
公
」
で
あ
る
。

『
春
秋
』
の
経
・
伝
で
は
、
い
ず
れ
も
前
者
を
「
周
公
」
と
言
っ
て
い
て
、
乙
れ
を
一
一
一
合
だ
と
考
え
て
い
託
。
だ
が
、
ど
ん
な
爵
位
で

あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
一
方
、
後
者
の
「
召
」
の
国
主
化
対
し
て
は
「
伯
」
と
称
し
て
い
る
（
前
述
）
か
ら
、
乙
れ
は
伯
爵
で
あ
っ
た

の
だ
。
だ
が
、
『
左
伝
』
で
は
「
召
公
」
と
い
う
場
合
が
多
い
の
で
、
そ
れ
で
鄭
玄
は
「
公
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。



「
其
の
」
周
公
旦
と
召
公
夷
の
「
次
子
」
に
つ
い
て
は
、
名
前
も
誼
号
も
古
典
に
そ
の
明
文
が
な
い
。
周
の
平
王
（
東
周
の
最
初
の
天
子
）

は
、
西
都
（
錆
京
）
を
秦
に
下
賜
し
任
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
春
秋
の
時
の
周
公
・
召
公
」
は
、
別
に
東
都
（
洛
陽
）
に
お
い
て
采
地
を
受
け
、

元
来
の
「
周
」
「
召
」
と
い
う
国
名
、
だ
け
を
保
存
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
の
岐
周
（
岐
山
の
南
〉
の
地
に
復
帰
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

王
隠
の
『
晋
書
』
地
道
記
（
扶
書
）
に
は
「
河
東
郡
、
垣
県
（
山
西
省
垣
曲
県
。
洛
陽
の
北
西
約
一

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
召
亭
有
り
」
と
い

う
。
春
秋
時
代
の
「
周
公
」
の
采
地
は
今
だ
に
わ
か
ら
な
い
が
、
（
『
晋
書
』
地
道
記
の
記
事
か
ら
推
す
と
、
「
召
公
」
の
采
地
は
）
現
在
、
召
州

（
垣
曲
県
）
と
な
っ
て
い
る
地
域
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

鄭
玄
の
乙
の
「
周
南
・
召
南
譜
」
に
お
い
て
、
左
側
に
国
君
の
世
系
が
な
い
の
は
、
乙
の
譜
の
場
合
、
「
周
南
」
「
召
南
」
の
詩
は
周
召

二
公
だ
け
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
最
後
ま
で
全
く
乙
れ
を
記
入
し
な
か
っ
た
の
だ
。

（
さ
ら
に
言
え
ば
）
「
周
」
「
召
」
そ
れ
ぞ

れ
の
国
君
の
世
系
（
が
な
い
の
）
は
、

そ
の
歴
代
の
記
録
が
亡
侠
し
、

そ
の
上
と
の
譜
で
は
必
要
と
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

注
（
1
）
『
春
秋
』
信
公
九
年
の
経
に
い
う
、
「
夏
、
公
会
宰
周
公
・
斉
侯
・
宋
子
・
衛
侯
・
鄭
伯
・
許
男
・
曹
伯
子
葵
丘
。
」
そ
の
杜
預
注
に
い
う
、
「
周

公
、
宰
孔
也
。
宰
、
官
。
周
、
采
地
也
。
：
：
：
陳
留
外
黄
県
束
、
有
葵
正
。
」

（2
）
『
春
秋
』
文
公
五
年
の
経
に
い
う
、
「
三
月
辛
亥
、
葬
我
小
君
成
風
。
王
使
召
伯
来
会
葬
。
」
そ
の
杜
預
注
に
い
う
、
「
召
伯
、
天
子
卿
也
。
召
、

采
地
。
伯
、
爵
也
。
」

（3
）
『
春
秋
』
の
経
・
伝
に
お
い
て
「
宰
孔
」
を
「
周
公
」
と
称
し
て
い
る
例
は
、
こ
の
ほ
か
、
信
公
五
年
『
左
伝
』
の
「
秋
、
諸
侯
盟
。
王
使
周

公
召
鄭
伯
日
。
」
信
公
九
年
『
公
羊
伝
』
の
「
宰
周
公
者
何
。
天
子
之
為
政
者
也
。
」
信
公
三
十
年
の
経
「
冬
、
天
王
使
（
宰
）
周
公
来
聴
。
」
同

『
左
伝
』
の
「
冬
、
王
使
周
公
開
来
聴
。
」
文
公
十
四
年
『
左
伝
』
の
「
周
公
開
、
与
王
孫
蘇
争
政
。
」
「
周
公
将
与
王
孫
蘇
訟
子
晋
。
」
の
六
例
が

あ
る
。
（
燕
京
大
学
図
書
館
『
春
秋
経
伝
引
得
』
に
よ
る
。
）
な
お
、
経
・
伝
に
所
調
「
宰
周
公
」
の
「
宰
」
に
つ
い
て
は
、
信
公
九
年
『
穀
梁
伝
』

の
沼
南
注
に
、
「
宰
、
天
宮
家
宰
、
兼
為
三
公
者
」
と
い
う
。
恐
ら
く
『
正
義
』
の
も
と
づ
く
所
で
あ
ろ
う
。
原
文
の
「
謂
為
」
は
、
「
以
為
」
と

同
じ
。

（4
）
『
左
伝
』
で
は
、
周
初
の
召
康
公
を
「
召
公
」
と
称
す
る
以
外
、
た
だ
「
召
公
」
と
だ
け
称
し
て
「
召
」
の
国
主
を
指
す
例
は
な
い
。
し
か
し
『
左

伝
』
に
は
、
「
召
武
公
」
（
信
十
一
年
）
・
「
召
穆
公
」
（
信
二
十
四
年
に
二
回
）
・
「
召
桓
公
」
（
宣
六
年
・
成
八
年
）
・
「
召
戴
公
」
（
宣
十
五
年
）
・
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「
召
荘
公
」
（
昭
二
十
二
年
）
・
「
召
簡
公
」
〈
昭
二
十
四
年
）
等
、
春
秋
時
代
の
「
召
」
の
国
主
を
「
召
口
公
」
と
称
す
る
例
が
数
多
く
見
え
る
。

（
『
春
秋
経
伝
引
得
』
に
よ
る
）
そ
れ
で
『
正
義
』
は
、
乙
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。

（5
）
『
史
記
』
秦
本
紀
（
裏
公
）
に
い
う
、
「
周
避
犬
戎
難
、
東
捗
洛
巴
。
裏
公
、
以
兵
送
周
平
玉
。
平
王
、
封
裏
公
為
諸
侯
、
賜
之
岐
以
西
之
地
。
」

（
6
）
『
旧
唐
書
』
地
理
志
つ
己
、
「
緯
州
」
の
「
垣
県
」
の
条
に
は
、
「
武
徳
元
年
、
改
為
部
州
。
：
：
：
九
年
、
省
都
州
」
と
い
い
、
『
新
唐
書
』
地
理

志
（
三
）
の
「
垣
県
」
の
条
に
は
、
「
武
徳
元
年
、
日
部
州
。
：
：
：
貞
観
元
年
、
州
廃
」
と
い
う
。
だ
と
す
る
と
、
『
正
義
』
に
「
今
為
召
州
」
と

い
う
が
、
そ
の
「
A
己
と
は
、
厳
密
に
い
え
ば
、
武
徳
元
年
（
六
一
八
）
か
ら
、
武
徳
九
年
会
合
工
ハ
〉
な
い
し
翌
貞
観
元
年
（
六
二
七
）
ま
で

の
聞
に
当
た
る
乙
と
に
な
る
。
『
毛
詩
正
義
』
が
完
成
し
た
貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
よ
り
十
数
年
以
上
も
遡
っ
た
時
期
で
あ
る
。

（7
）
『
詩
譜
』
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
『
詩
譜
』
序
の
結
び
の
部
分
、
お
よ
び
そ
の
正
義
を
参
照
。
（
乙
の
部
分
の
正
義
の
訳
は
、
拙
稿
「
詩
譜

序
正
義
訳
注
」
に
あ
る
。
）

（8
）
『
毛
詩
』
大
序
に
い
う
、
「
関
雌
麟
祉
之
化
、
王
者
之
風
。
故
繋
之
周
公
。
：
：
：
鵠
巣
駒
虞
之
徳
、
諸
侯
之
風
也
。
：
：
：
故
繋
之
召
公
。
」

（9
）
乙
の
一
句
、
原
文
は
「
故
終
言
之
」
四
字
に
作
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
前
後
の
文
と
文
脈
が
全
く
つ
な
が
ら
な
い
。
も
と
も
と
は
「
雪
己

の
上
に
「
不
」
字
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
、
こ
れ
を
補
っ
て
訳
す
。

問
者
日
、
周
南
之
詩
、
為
風
之
正
経
、
則
然
失
。
自
此
之
後
、
南
国
諸
侯
、
政
之
興
衰
、
何
以
無
変
風
。

答
日
、
陳
諸
国
之
詩
者
、
将
以
知
其
欠
失
、
省
方
設
教
、
為
瓢
捗
。
時
徐
及
呉
楚
、
借
号
称
玉
、
不
承
天
子
之
風
。
今
棄
其
詩
、
夷
秋
之

也

間
ふ
者
日
く
、
「
周
南
」
「
召
南
」
の
詩
、
風
の
正
経
為
る
は
、
則
ち
然
ら
ん
失
。
此
れ
よ
り
の
後
、
南
国
の
諸
侯
、
政
の
興
衰
あ
る

に
、
何
を
以
て
変
風
無
き
か
、
と
。

か

へ

り

み

ハ

zv

答
へ
て
日
く
、
諸
国
の
詩
を
陳
す
る
者
は
、
将
に
以
て
其
の
欠
失
を
知
り
、
方
を
省
て
教
へ
を
設
け
、
贈
捗
を
為
さ
ん
と
す
る
な

天
子
の
風
を
承
け
ず
。
今
其
の
詩
を
棄
て
し
は
、

り
。
時
に
徐
及
び
呉
・
楚
、
借
号
し
て
王
と
称
，
し
、

之
れ
を
夷
秋
と
す
れ
ば
な

れ
J

、ル）
O

148 



〔
正
義
〕
列
国
は
政
治
が
衰
退
す
れ
ば
、
変
風
の
詩
（
衰
世
の
詩
）
が
ど
こ

の
国
で
も
盛
ん
に
な
る
も
の
で
あ
児
、
ま
た
南
方
の
国
の
諸
侯
は
、
そ
の

数
が
ま
こ
と
に
多
く
、
全
然
詩
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
の
に
、

現
在
そ
の
事
実
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、

そ
れ
で
質
問
が
あ
り
、
そ
し
て

鄭
玄
は
と
れ
を
解
き
明
か
し
た
の
で
あ
る
。

天
子
が
諸
国
を
巡
視
し
て
各
国
の
詩
を
採
集
し
検
討
す
る
の
は
、

国
々
の
教
化
ぶ
り
を
観
察
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
詩
を
採
集
し
て
、

れ
を
昇
格
・
降
職
の
糸
口
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
諸
侯
が

「
借
号
し
て
王
と
称
し
、
天
子
の
威
令
を
承
け
な
く
な
っ
た
」
以
上
は
、

天
子
が
昇
格
さ
せ
る
乙
と
も
降
職
さ
せ
る
乙
と
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、

そ
の
詩
を
収
録
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

旦
（
・
楚
が
「
借
号
し
て
王
と
称
し
」
た
乙
と
は
、
『
春
秋
』
に
そ
の
事
実

が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
徐
国
（
安
徴
省
都
県
の
一
帯
〉
も
同
様
に
借
称

そ
のそ

し
た
乙
と
が
わ
か
る
の
は
、
『
礼
記
』
檀
弓
ハ
下
）
に
い
う
。

出
仰
向
的
（
山
東
省
都
一
県
の
一
帯
）
の
考
公
の
喪
に
、
徐
君
、
容
居
を
し
て
来
た
り
弔
せ
し
む
o

其
の
辞
に
云
ふ
、
「
昔
我
が
先
君
駒
王
」
と
。

乙
れ
が
徐
の
国
君
の
王
号
を
借
称
し
た
証
拠
で
あ
る
。

注
（
1
）
『
礼
記
』
王
制
に
い
う
、
「
天
子
、
五
年
一
巡
狩
。
：
：
：
命
大
師
除
待
、
以
観
民
風
。
」
そ
の
鄭
注
に
は
「
陳
詩
、
謂
采
其
詩
而
視
之
」
と
あ
る
。

（2
）
『
周
易
』
観
卦
の
象
辞
に
い
う
、
「
風
行
地
上
、
観
。
先
王
以
骨
か
、
観
民
、
設
教
。
」
「
省
方
」
と
は
、
四
方
を
巡
視
す
る
乙
と
。
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（3
〉
鄭
玄
の
「
商
領
譜
」
に
い
う
、
「
問
者
日
、
列
国
政
衰
、
則
変
風
作
。
」
な
お
、
乙
の
「
問
者
」
の
言
は
、
さ
ら
に
は
『
毛
詩
』
大
序
の
「
至
子

王
道
衰
、
礼
儀
廃
、
政
教
失
、
国
具
政
、
家
殊
俗
、
而
変
風
変
雅
作
失
」
に
も
と
づ
く
。

（4
）
『
礼
記
』
檀
弓
（
下
）
の
こ
の
文
は
、
か
な
り
省
略
し
た
引
用
。
そ
の
鄭
注
に
は
、
「
時
、
徐
借
称
玉
、
自
比
天
子
」
と
い
い
、
ま
た
「
駒
玉
、

徐
先
君
槽
号
。
容
居
、
其
子
孫
也
」
と
い
う
。
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其
余
江
黄
六
弱
含
之
属
、
既
駆
陥
於
彼
俗
。
又
亦
小
国
猶
祁
膝
紀
宮
之
等
、
夷
其
詩
、
蔑
而
不
得
列
於
此
。

き
ょ

其
の
余
、
江
・
黄
・
六
・
翠
の
属
は
、
既
に
駆
ら
れ
て
彼
の
俗
に
陥
る
。
又
た
亦
た
小
国
に
猶
ほ
祁
・
牒
・
紀
・
菖
の
等
あ
る
も
、

其
の
詩
を
夷
と
し
、
蔑
み
て
此
（
国
風
）
に
列
す
る
を
得
ず
。

〔
正
義
〕
『
春
秋
』
（
経
文
）
の
文
公
四
年
に
「
楚
人
、
ふ
を
滅
ぼ
台
と
あ
り
、
億
公
十
二
年
に
「
楚
人
、
貨
を
滅
ぼ
れ
に
と
あ
り
、
文

公
五
年
に
「
楚
、
六
井
び
に
翠
を
滅
ぼ
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
（
江
・
黄
・
六
・
萎
の
四
小
国
は
）
最
後
に
は
楚
の
軍
勢
に
滅
ほ
さ
れ
て
し
ま

お
ひ
た

っ
た
。
こ
の
と
と
が
、
鄭
玄
の
所
謂
「
駆
逼
て
ら
れ
て
悪
俗
に
陥
る
」
災
難
を
被
っ
た
事
実
で
あ
る
。
「
既
に
駆
ら
れ
て
彼
の
俗
に
陥
る
」

乙
と
に
な
っ
た
以
上
、
（
前
述
の
「
構
号
し
て
王
と
称
し
」
た
諸
侯
の
場
合
と
）
同
様
に
天
子
は
彼
等
を
昇
格
も
降
職
も
さ
せ
る
乙
と
が
で
き
な

。
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
小
国
は
政
治
も
教
化
も
こ
せ
こ
せ
し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
其
の
詩
を
夷
（
夷
秋
あ
つ
か
い
）
し
、

乙
れ
を
軽
蔑
し

て
国
風
に
列
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
祁
（
山
東
省
都
県
一
帯
）
・
膝
（
山
東
省
牒
県
一
帯
）
・
紀
（
山
東
省
寿
光
県
一
帯
）
・
宮

（
山
東
省
菖
県
一
帯
）
は
、

そ
う
し
た
春
秋
時
代
の
小
国
で
あ
る
か
ら
、

や
は
り
そ
の
詩
を
収
録
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
単
に
南
方
の

小
国
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

国
風
の
詩
が
あ
る
貌
（
山
西
省
南
部
）
お
よ
び
檎
（
河
南
省
密
県
一
帯
）
・
曹
（
山
東
省
曹
州
県
一
帯
）
は
、
当
時
小
国
な
が
ら
も
祁
や
宮
よ
り

は
大
き
か
っ
た
の
で
、
そ
の
詩
を
収
録
さ
れ
る
資
格
を
得
た
の
だ
。
春
秋
の
時
代
、
燕
（
河
北
省
一
帯
）
や
察
（
河
南
省
中
部
）
と
い
っ
た
国

な
ど
、
国
土
が
大
き
い
の
に
国
風
に
詩
が
入
っ
て
い
な
い
乙
と
に
つ
い
て
は
、

国
呉
の
醇
綜
が
章
昭
に
答
え
て
、

「
あ
る
い
は
当
時
詩



が
作
ら
れ
な
か
っ
た
か
、

そ
れ
と
も
詩
は
あ
っ
て
も
収
録
す
る
に
値
し
な
か
っ
た
か
、
ど
ち
ら
か
だ
」
と
い
っ
て
い
る
v
o

注
（
1
）
「
江
」
国
は
、
元
来
は
楚
の
与
国
で
あ
っ
て
、
今
の
河
南
省
息
県
附
近
。

（2
）
原
文
は
、
た
だ
「
滅
黄
」
二
字
に
作
る
が
、
そ
の
主
語
は
、
上
文
の
文
公
四
年
の
経
文
と
同
じ
く
「
楚
人
」
。
「
黄
」
国
も
「
江
」
国
と
同
様
に

元
来
は
楚
の
与
国
で
あ
っ
て
、
今
の
河
南
省
演
川
県
附
近
。

（3
）
『
正
義
』
原
文
は
「
楚
滅
六
井
蓉
」
に
作
る
。
し
か
し
『
春
秋
』
文
公
五
年
に
は
、
「
秋
、
楚
成
大
心
仲
帰
、
帥
師
滅
六
。
冬
、
楚
公
子
隻
減
額
者
」

と
な
っ
て
い
る
。
『
正
義
』
の
引
文
は
、
そ
の
省
略
し
た
引
用
。
「
六
」
国
は
、
今
の
安
徽
省
六
安
県
、
ま
た
は
静
城
県
の
附
近
。
「
琴
」
国
は
、

今
の
安
徽
省
震
丘
県
の
附
近
。

（4
〉
蒔
綜
の
乙
の
語
の
出
所
は
未
詳
。
あ
る
い
は
『
情
書
』
経
籍
志
に
見
え
る
呉
の
章
昭
・
朱
育
等
撰
『
毛
詩
答
雑
間
』
七
巻
（
亡
）
で
あ
っ
た
か
。

（
一
九
八
二
・
一
一
・
八
稿
）

〔
附
記
〕
本
稿
は
、

昨
年
三
月
、
私
が
発
表
し
た
「
詩
譜
序
正
義
訳
注
」
（
『
文
学
研
究
』
第
七
九
輯
）
に
つ
づ
く
研
究
成
果
で
あ
っ
て
、

目リ

稿
と
同
様
、
私
が
主
宰
す
る
九
州
大
学
の
大
学
院
輪
読
会
に
お
い
て
、
中
国
文
学
の
若
い
研
究
者
た
ち
が
順
次
ま
と
め
上
げ
た
訳
注
稿
に

対
し
、
こ
の
ほ
ど
私
が
逐
一
そ
れ
に
添
削
補
訂
の
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
訳
注
稿
の
撰
述
に
当
た
っ
た
研
究
者
は
、
大
学
院
博
士
過
程
の
福
満

正
博
君
（
現
山
梨
県
立
女
子
短
大
講
師
）
・
甲
斐
勝
二
君
、
修
士
課
程
の
宮
野
直
也
君
で
あ
る
。
ま
た
異
本
の
調
査
な
ど
、
乙
の
訳
注
に
協
力

な
お
、

乙
の
「
周
南
召
南
譜
」
の
部
分
の
解
読
を
担
当
し
、

し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
勝
村
哲
也
助
教
授
、
九
州
大
学
文
学
部
の
愛
甲
弘
志
助
手
で
あ
っ
た
。
併
せ
て
感

謝
の
意
を
表
す
る
。
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